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今すぐアクセス！耳より情報満載

5
2024
令和 6年 皐月
No.409

今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント 10名様
● JAみやざき延岡地区本部スタート … 本部長に楠田富雄氏 … 2～ 3Ｐ
● 5 年ぶり開催 ………………… 全職員研修会 …………………4Ｐ
●瀧口景子会長 6選 …………… 産直協議会 ……………………5Ｐ
●惜しまれつつ24年の歴史に幕 … 南方ふれあいサロン …………7Ｐ
●切り玉ネギ収穫最盛 ………… 石田町の古嶋さん夫妻 ………8Ｐ
●絶品マンゴー収穫 …………… 三須町の柳田敏文さん ………9Ｐ
●カニ玉春の野菜あんかけなど … シェフ永井のおすすめ …… 30Ｐ

きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

小袋１袋で野菜300㌘を漬けることができます。きゅうり以外に
もキャベツ、セロリ、ゴーヤなど簡単に漬かります。

孫と切り玉ネギ収穫
古嶋重豊、ひさ子さんと和輝さん

（８面に関連）



宮
崎
県
の
全
13
Ｊ
Ａ
が
１
つ
に

な
っ
た
「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
（
愛

称
・
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
）」
の
発
足
式

は
４
月
１
日
、
宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。
栗
原
俊
朗
組
合

長
、
河
野
俊
嗣
知
事
ら
関
係
者
、
来

賓
含
め
１
２
０
人
が
出
席
。
当
Ｊ
Ａ

か
ら
は
楠
田
富
雄
本
部
長
ら
役
員
５

人
が
出
席
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
う

と
共
に
持
続
的
な
農
業
振
興
の
実
現

や
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

県
域
Ｊ
Ａ
構
想
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
・
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
急
増

な
ど
将
来
の
農
業
へ
の
危
機
感
を
背
景

に
「
農
業
・
農
村
」
を
守
る
た
め
平
成

29
年
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
合

併
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
強
固
に
な
っ
た

経
営
基
盤
な
ど
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
発
揮
し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
る
狙
い
で
す
。

１
年
以
内
に
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
、
Ｊ

Ａ
宮
崎
信
連
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
と
畜

連
（
西
諸
、
児
湯
、
東
臼
杵
）
を
統
合

す
る
予
定
で
す
。
３
連
合
会
を
含
め
た

合
併
は
全
国
初
。
本
店
は
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に

置
き
ま
す
。

今
後
３
年
間
は
旧
13
Ｊ
Ａ
を
「
地
区

本
部
」（
当
Ｊ
Ａ
は
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
地
区
本
部
」）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
性
を
重
視
し
た
独
立
採
算
的
運

営
を
継
続
。
３
年
後
に
複
数
の
地
区
本

部
を
広
域
本
部
と
し
て
再
編
す
る
予
定

で
す
。

エ
ー
コ
ー
プ
や
プ
リ
エ
ー
ル
な
ど
Ｊ

Ａ
と
連
合
会
の
子
会
社
（
41
社
）
は
、

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
の
子
会
社
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
職
員
数
約
５
６
０
０

人
（
正
職
員
数
約
３
１
０
０
人
）、
総

資
産
高
約
１
兆
２
０
０
０
億
円
。
組

合
員
数
約
15
万
人
（
正
組
合
員
数
約

４
万
９
０
０
０
人
）。
農
産
物
販
売

高
１
３
６
９
億
円
、
購
買
品
供
給
高

８
０
３
億
円
で
全
国
１
位
。
全
国
で
も

有
数
の
Ｊ
Ａ
組
織
と
な
り
ま
す
。

第
１
期
生
72
人
が
入
組

同
日
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
の
第
１
期
生

と
な
る
新
採
用
職
員
72
人
の
入
組
式
も

あ
り
、
延
岡
地
区
本
部
か
ら
は
平
川
い

ず
み
さ
ん
（
20
）
が
出
席
。
平
川
さ
ん

は
「
延
岡
は
私
１
人
だ
け
ど
、
同
期
が

た
く
さ
ん
い
た
の
で
心
強
か
っ
た
。
頑

張
ら
な
く
て
は
、
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
」
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
発
足
式
前
に
開
か
れ
た
理

事
会
、
監
事
会
で
は
理
事
66
人
、
監
事

14
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
３
面
参
照
） 発足式に登場した本物の農産物を使ったパネル

JAビルの正面玄関で行われた発足式

心
ひ
と
つ
に
し
て
邁
進

代
表
理
事
組
合
長

栗
原

俊
朗

今
回
の
合
併
は
、
目
的
で
は
な
く

手
段
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
「
総
合
性
」
と

連
合
会
の
「
専
門
性
」
を
融
合
し
、

豊
富
な
経
営
資
源
の
最
適
化
と
効
率

化
に
よ
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
負
託

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
組
合
員
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
寄
り
添
い
、
信
頼
を
築
き
、

無
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
と
し
て
発

展
的
に
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
県
内
全
役
職

員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
同
じ
方
向

を
向
い
て
前
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
協
同
の
力
を
結

集
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
組
合
員

の
皆
さ
ま
と
克
服
し
、
農
業
所
得
の

増
大
と
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

ス
タ
ー
ト

県
内
13
Ｊ
Ａ
が
結
集
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*
*

県
域
Ｊ
Ａ
理
事
会
は
４
月
１
日
、
宮

崎
市
の
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
大
研
修

室
で
開
か
れ
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
宮

崎
県
農
業
協
同
組
合
の
組
合
長
に
Ｊ
Ａ

宮
崎
中
央
会
会
長
の
栗
原
俊
朗
氏
（
72
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
組
合
長
は
経

済
連
会
長
の
坂
下
栄
次
氏
（
69
）
と
同

副
会
長
の
平
島
善
範
氏
（
69
）。
延
岡

地
区
本
部
長
に
は
前
Ｊ
Ａ
延
岡
組
合
長

の
楠
田
富
雄
氏
（
71
）
が
就
き
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
９
年
６
月
末
ま
で
。

楠
田
富
雄
本
部
長
は
「
栗
原
組
合

長
、
13
地
区
本
部
長
と
緊
密
に
連
携

し
、
延
岡
地
区
本
部
に
お
い
て
も
女

性
部
、
青
壮
年
部
、
生
産
組
合
な
ど

各
組
織
と
結
束
し
て
営
農
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
農
業
生
産
活
動
を

通
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
」
と
大
役
に
気
を
引
き

締
め
て
い
ま
す
。

延
岡
地
区
本
部
で
は
副
本
部
長
に
川

原
博
之
氏
（
57
）、
常
務
理
事
に
重
黒

木
充
氏
（
61
）、
理
事
に
井
本
喜
代
治

氏
（
72
）、
常
勤
監
事
に
和
田
健
太
郎

氏
（
63
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

組合長
栗原俊朗

副組合長
坂下栄次

副組合長
平島善範

河野公子（女性部）

髙橋一善（南方）

横山吉弥（北川）

尾﨑公美洋（恒富）

藤島惠子（女性部）

栁田裕則（南方）

井上敏彦（北方）

片伯部芳徳（恒富）

延岡地区副本部長
川原博之（東海）

理　事
井本喜代治（北川）

甲斐龍（北浦）

黒田啓睦（岡富）

増田一美（北方）

重黒木朝光（伊形）

延岡地区本部長
楠田富雄（南方）

常務理事
重黒木充（学経）

常勤監事
和田健太郎（学経）

松本義文（北浦）

岩佐裕（東延岡）

松田武文（東海）

富山靖弘（伊形）

カ
ッ
コ
内
は
選
出

区
域
。

学
経
は
学
識
経
験
。

敬
称
略
。

延
岡
地
区
本
部

三
　
　
役 副

本
部
長
に
川
原
氏
、
常
務
理
事
に
重
黒
木
氏

理
事
に
井
本
氏
、
常
勤
監
事
に
和
田
氏

本
部
長
に
楠
田
富
雄
氏（
Ｊ
Ａ
延
岡

前
組
合
長
）

JAみやざき役員

延岡地区本部運営委員

組
合
長
は
栗
原
俊
朗
氏（
中
央
会

会
　
　
長
）
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５
年
ぶ
り
の

全
職
員
研
修
会

廣瀬貴之氏 白坂秀喜氏日高雄二氏 牧野吉光氏

佐藤英夫氏大野聖二氏 神田橋弘氏

東　祥氏末永美紀氏 山本省一氏

▽
牧
野
吉
光（
Ｊ
Ａ
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
出
向
・
取
締
役
専
務
）

▽
白
坂
秀
喜
（
東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会

出
向
・
考
査
役
）

▽
日
高
雄
二
（
営
農
経
済
部
長
）

▽
廣
瀬
貴
之
（
営
農
経
済
部
営
農
振
興
課
長
）

▽
神
田
橋
弘
（
金
融
共
済
部
融
資
課
長
）

▽
佐
藤
英
夫
（
営
農
経
済
部
畜
産
振
興
課
長
補
佐
）

▽
大
野
聖
二（
営
農
経
済
部
店
舗
課
配
送
係
長
・
調
査
役
）

▽
山
本
省
一
（
金
融
共
済
部
融
資
課
長
補
佐
）

▽
東
祥
（
Ｊ
Ａ
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
出
向
プ
ロ
パ
ン
係
）

▽
末
永
美
紀
（
金
融
共
済
部
共
済
保
全
課
長
期
共
済
係
）

カ
ッ
コ
は

前
職
。

敬
称
略
。

全職員を前に訓示する楠田本部長

新採用職員の平川さんに辞令を手渡
しお祝いの拍手を送る楠田本部長（右）

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部

は
４
月
９
、
10
日
の
両
日
、
本
店

大
ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
度
全
職
員

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
５
年
ぶ
り
、
県
域
Ｊ
Ａ
と
な
っ

て
初
め
て
の
開
催
と
あ
っ
て
会
場

は
適
度
な
緊
張
感
と
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
実
り
あ
る
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

域
Ｊ
Ａ
と
な
っ
た
こ
と
で
Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
は
農
産
物
販
売
高
、
購
買
品
供
給
高

が
全
国
５
０
７
Ｊ
Ａ
の
ト
ッ
プ
に
。
職

員
数
、
組
合
員
数
も
全
国
有
数
の
大
き

な
組
織
と
な
っ
た
。
よ
り
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）、
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
健
全
な
管
理
体
制
）
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
。
規
律
を
守
っ
て
行
動
し
て
ほ

し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

延
岡
地
区
役
員
、
退
職
者
紹
介
に
続

い
て
楠
田
本
部
長
か
ら
今
年
度
の
新
採

用
職
員
、
平
川
い
ず
み
さ
ん
（
20
）
に

辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
併
せ
て
令
和
２
年

度
以
降
の
採
用
職
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
推
進
要
領
説
明
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
も
あ
り
、
職
員
た
ち
は
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
は

初
日
が
延
岡
北
方
支
店
共
済
係
の
大
久

保
圭
祐
さ
ん
、
２
日
目
が
店
舗
課
グ

リ
ー
ン
ワ
ン
の
甲
斐
翔
大
さ
ん
の
音
頭

で
行
い
ま
し
た
。

楠
田
本
部
長
が
訓
示

勢
ぞ
ろ
い
し
た
職
員
を
前
に
楠
田
富

雄
本
部
長
は
「
組
合
員
、
利
用
者
の
期

待
に
応
え
よ
う
と
情
熱
を
も
っ
て
仕
事

に
励
む
職
員
の
い
る
職
場
。
こ
れ
が
活

力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
職
場
だ
。
こ
れ

を
肝
に
銘
じ
、
細
や
か
な
気
配
り
、
笑

顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く
日
々
の
職
務
に

精
励
し
て
ほ
し
い
」
と
し
た
上
で
「
県

お疲れ様でした定年退職者

３月31日付で10人の方が定年退職

されました。長年にわたり、JAの発

展に貢献されました。お疲れ様でした。

4



意
見
収
集

活
　
　
動

運
営
委
員
が
行
く

で
き
る
。
一
方
で
組
織
が
大
き
く
な
る

こ
と
で
中
央
集
権
的
に
な
り
、
わ
れ
わ

れ
の
声
が
届
く
の
か
心
配
だ
」
と
不
安

も
覗
か
せ
ま
し
た
。

「
甲
斐
さ
ん
は
見
識
が
深
く
、
手
腕

に
長
け
た
人
」
と
井
上
委
員
。
対
し
て

「
井
上
さ
ん
は
農
事
組
合
法
人
曽
木
の

中
心
的
存
在
。
信
頼
の
お
け
る
人
物
」

と
甲
斐
さ
ん
。
互
い
に
全
幅
の
信
頼
を

寄
せ
合
う
２
人
で
す
。

北
方
町
曽
木
地
区
を
中
心
に
活
動
す

る
井
上
敏
彦
委
員（
67
）は
４
月
５
日
、

曽
木
の
畜
産
農
家
、
甲
斐
正
人
さ
ん

（
69
）の
畜
舎
を
訪
ね
ま
し
た
。
甲
斐
さ

ん
は
Ｊ
Ａ
の
О
Ｂ
。
就
農
30
年
で
現
在
、

母
・
子
牛
含
め
常
時
40
〜
50
頭
を
飼
育
。

燃
油
、
飼
料
価
格
等
の
高
騰
や
子
牛

価
格
の
低
迷
が
続
く
な
か
甲
斐
さ
ん
は

「
Ｊ
Ａ
に
は
畜
産
飼
料
価
格
高
騰
対
策

な
ど
の
支
援
を
し
て
頂
き
感
謝
し
て
い

る
。
引
き
続
き
支
援
の
継
続
と
指
導
・

相
談
業
務
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
」

と
井
上
委
員
に
訴
え
ま
し
た
。

県
域
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
も
触
れ
「
仕
入

れ
一
元
化
で
資
材
等
の
仕
入
れ
価
格
が

抑
制
さ
れ
農
家
の
コ
ス
ト
削
減
が
期
待

地域の将来について語り合う
甲斐さん（右）と井上委員

産

直

協
議
会

瀧
口
景
子
会
長
６
選

好
調
！
ふ
る
さ
と
市
場　

新
年
度
は
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
よ
り
４

月
か
ら
Ｊ
Ａ
延
岡
改
め
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
延
岡
地
区
本
部
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
た
め
、
新
た
な
気
持
ち
で
「
地
産

地
消
」「
食
育
」
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

産
直
協
議
会
は
「
ふ
る
さ
と
市
場
」

と
産
地
直
売
所
大
貫
な
ど
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
５
店
舗
に
農
産
物
や
加
工
品
を
出
荷

し
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
市
場
」
の
令
和

５
年
度
（
５
年
２
月
〜
６
年
１
月
）
販

売
実
績
は
約
２
億
８
２
８
５
万
円
で
対

前
年
比
６・
６
％
増
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
扱
い
が
第
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
で
徐
々
に
イ
ベ
ン
ト
が
再

開
で
き
た
こ
と
も
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

瀧
口
会
長
は
「
燃
油
、
資
材
等
の
高

騰
が
続
く
な
か
農
産
物
は
価
格
に
転
嫁

で
き
ず
、
じ
れ
っ
た
い
思
い
が
募
る
ば

か
り
。
少
し
で
も
高
く
売
ろ
う
と
思
っ

た
ら
自
信
を
も
っ
て
消
費
者
に
提
供
で

き
る
野
菜
づ
く
り
に
専
念
す
る
し
か
な

い
。
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
再
任
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

楠
田
富
雄
組
合
長
は「
平
成
22
年
５

月
ス
タ
ー
ト
以
来
、紆
余
曲
折
あ
っ
た
が

生
産
者
、職
員
の
協
力
で
今
で
は
確
固
た

る
地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
。４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
延
岡
地
区
本
部
と
な
る
が
行
政
、地
域

一
体
と
な
っ
て
産
直
協
議
会
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」と
会
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

瀧
口
会
長
を
除
く
役
員
は
次
の
通

り
。
敬
称
略
。

副
会
長
＝
黒
田
武
徳
、
亀
長
浩
蔵
▽

委
員
＝
佐
藤
徳
幸
、
大
戸
孝
一
、
甲
斐

生
子
、
松
田
宗
史
、
林
田
通
明
▽
監
事

＝
菊
池
忠
義
、
小
西
吉
寿

新役員の皆さん（左が瀧口会長）

Ｊ
Ａ
延
岡
産
直
農
産
物
生
産
者

運
営
協
議
会
は
３
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
本

店
大
ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度
通
常

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
員
９
４
７

人
中
５
８
０
人（
本
人
出
席
１
０
９

人
、
委
任
４
７
１
人
）
が
出
席
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
瀧

口
景
子
会
長（
72
）が
再
選（
６
期
目
）

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
２
年
。

今年も農繁期の季節となりました。
生産者の皆様にとっては田植えの準
備作業等でお忙しいことと存じます。
支援センターでは、早期水稲苗の

出荷が終盤となるなか普通期水稲苗
の生産に向けて準備を進めています。
今期も主食用・飼料用関係の苗を生
産し、５月下旬から順次出荷していく
予定です。配布日等については案内し
ますが、例年通り各地区ごとに設定し
ていますので、ご協力お願いします。
田植え終了後は、必ず苗箱の返却

をお願い致します。
今後も生産者の米作りへの支援を

担っていけるよう良質苗の生産と安
定供給に取り組み、水田農業の維持
に寄与して参ります。

JA延岡地域農業振興支援センター

組合員の皆様へ
～普通期水稲苗配布に向けて～井

上
敏
彦
委
員
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新
年
度
も
「
Ｊ
Ａ
延
岡

女
性
部
」
の
名
で
活
動

女
性
部
、支
店
長
合
同
会
議

Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
・
支
部
長
、
支
店

長
合
同
会
議
は
３
月
21
日
、
本
店
小

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
部
員
数
１
０
０
０

人
を
目
標
と
し
「
部
員
キ
ー
プ
運
動
」

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
併
せ
て
４
月
１
日
か
ら
「
Ｊ
Ａ
み

や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
」
と
組
織
名
が

変
わ
り
ま
す
が
、
女
性
部
は
当
面
、
こ

れ
ま
で
通
り
「
Ｊ
Ａ
延
岡
女
性
部
」
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

部
員
増
強
に
つ
な
げ
る
た
め
女
性
大

学
の
新
設
や
ふ
れ
あ
い
（
健
康
を
守
る
）

活
動
の
充
実
、
さ
ら
に
は
第
57
回
家
の

光
大
会
・
第
31
回
演
芸
大
会
の
開
催
な

ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
楠
田
組
合
長

は
「
新
年
度
も
共
に
学
び
な
が
ら
前
に

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
女
性
部
と
の
連

携
を
強
調
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
助
け
合
い
グ
ル
ー
プ

あ
ゆ
み
会
は
３
月
15
日
、
南
方
支
店
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度（
第

25
回
）
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
会

員
38
人
中
24
人
が
出
席
。
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
を
軸
に
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

中
野
誠
子
会
長
は
「
各
サ
ロ
ン
と
も

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
素
晴
ら
し
い
内

容
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
協
力
会
員
の
努

力
に
感
謝
。
Ｊ
Ａ
の
重
黒
木
常
務
は

「
超
高
齢
社
会
の
な
か
皆
さ
ん
の
地
域

福
祉
に
対
す
る
功
績
は
大
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
」
と
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

協
力
会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
伊

形
、
南
方
、
西
階
の
３
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
が
終
了
し
ま
す
が
、
残
る
３
サ
ロ
ン

で
は
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
誓
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も「
健
康
生
活
」を
支
え
る
商

品
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
参
加
者
は

興
味
深
々
で
担
当
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、

多
く
の
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

に
説
明
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

商
品
知
識
を
習
得

女
性
部
員
対
象
の
見
本
市

共
同
購
入
で
取
り
扱
う
Ａ
コ
ー
プ

マ
ー
ク
品
に
つ
い
て
学
ぶ
「
見
本
市
」

が
３
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
を
対
象

に
野
田
１
丁
目
の
「
に
し
し
な
愛
彩

館
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
と
午
後

の
部
に
各
45
人
が
参
加
し
、
商
品
知
識

を
習
得
し
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
５
社
が
米
ぬ
か
な
ど
の
原

料
を
使
っ
た
化
粧
品
や
虫
歯
・
歯
周
病

対
策
の
薬
用
歯
み
が
き
、
さ
ら
に
「
食
」

に
つ
い
て
も
試
食
を
交
え
て
黒
酢
、
ポ

ン
酢
、
こ
め
油
、
ぬ
か
床
な
ど
を
使
っ

た
料
理
の
数
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
年
度
は「
ゆ
ず
味
ポ
ン
」

１
部
員
１
品
運
動

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
４
月
１
日
か
ら
８

日
に
か
け
て
各
支
店
で
役
員
を
対
象
と

し
た
春
夏
期
共
同
購
入
商
品
研
修
会
を

開
き
ま
し
た
。
11
支
部
か
ら
６
日
間
に

１
５
０
人
が
参
加
し
、
取
り
扱
う
Ａ

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

初
日
の
土
々
呂
支
部
は
「
と
と
ろ
ふ

れ
あ
い
館
」
で
あ
り
、
中
野
誠
子
支
部

長
ら
20
人
が
参
加
。
メ
ー
カ
ー
か
ら
今

年
度
の
「
１
部
員
１
品
運
動
」
の
商
品

「
ゆ
ず
味
ポ
ン
」（
目
標
８
０
０
本
）
等

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
は
支
部
員

女性部を激励する楠田組合長

試食しながら担当者の話に耳を傾ける参加者商品の説明に聴き入る参加者

24人が出席して開かれた総会

３ふれあいサロンで活動
あゆみ会
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連携して農家の軽トラックに肥料などを積み込むJA職員
＝農機センターで

に
詰
め
る
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
自
宅

で
半
年
ほ
ど
熟
成
さ
せ
て
出
来
上
が
り

で
す
。「
麹
の
香
り
が
好
き
な
人
は
３
ヵ

月
く
ら
い
で
食
す
る
人
も
い
ま
す
」
と

指
導
員
。

味
噌
汁
を
欠
か
し
た
こ
と
の
な
い
と
い

う
岡
富
町
の
伊
藤
朱
実
さ
ん
は
「
知
り

合
い
か
ら
同
工
房
で
作
っ
た
味
噌
を
も

ら
っ
て
食
べ
た
と
こ
ろ
香
り
、
味
と
も
に

絶
品
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
同
教
室
が

あ
る
と
聞
い
て
さ
っ
そ
く
参
加
し
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

食
の
工
房
ｔつ

い

て

ん

ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ

同
工
房
で
は
炊
い
た
大
豆
と
麹
を
混

ぜ
合
わ
せ
ミ
ン
チ
に
か
け
、
丸
め
て
樽

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

大
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
で
は

「
ま
た
企
画
し
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
３
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
本

店
に
あ
る
手
づ
く
り
食
の
工
房

「
ｔ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
（
つ
い
て
ん
）」

で
一
般
を
対
象
に
し
た
「
味
噌
作

り
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。
10
人

が
参
加
し
、
営
農
振
興
課
生
活
指

導
係
の
指
導
で
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
味
噌
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

を
持
ち
寄
り
、
そ
の
数
々
の
作
品
を
前

に
思
い
出
話
に
ふ
け
り
ま
し
た
。

10
年
以
上
通
っ
て
い
る
甲
斐
定
子
さ

ん
（
81
）
が
「
寂
し
い
。
こ
こ
に
来
る

の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
し
た
」
と
肩

を
落
と
す
と
、
全
員
一
斉
に
「
私
も
」

と
連
呼
。
お
世
話
す
る
協
力
会
員
の
山

下
益
代
代
表
も
「
私
た
ち
も
同
じ
気
持

ち
」
と
利
用
者
に
同
調
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、Ｊ
Ａ
女
性
部
の
助

け
合
い
グ
ル
ー
プ
あ
ゆ
み
会
が
行
政
の
支

援
を
得
て
開
催
。近
年
は
利
用
者
や
協
力

会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
お
り
、新
年
度
か
ら
伊
形
、西

階
両
サ
ロ
ン
も
終
了
し
ま
し
た
。今
後
は

残
さ
れ
た
３
サ
ロン
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

同
サ
ロ
ン
は
毎
月
第
４
火
曜
日
に
開

設
。
午
前
10
時
か
ら
約
１
時
間
、
手
芸

や
料
理
、
ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
を
し

て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。
こ

の
日
は
12
人
が
、
こ
れ
ま
で
同
サ
ロ
ン

で
作
っ
た
ひ
な
人
形
や
節
句
人
形
な
ど

南
方
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
解
散
式

は
３
月
26
日
、
松
山
町
の
松
山
公

民
館
で
開
か
れ
、
24
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
だ
け
に
利
用
者
か

ら
は
惜
し
む
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

「
助
か
り
ま
す
」
と
大
好
評

肥
料
・
農
薬
自
己
取
り

Ｊ
Ａ
は
４
月
６
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
農
機
セ
ン
タ
ー
、
３
北
購
買
店
舗
、

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
、
旧
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
塩

浜
の
６
会
場
で
予
約
水
稲
肥
料
・
農
薬

の
自
己
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
期
間

中
、
約
３
５
０
件
、
約
１
万
１
０
０
０

袋
（
１
袋
20
㌔
）
の
引
き
取
り
が
あ
り

ま
し
た
。

積
み
込
み
作
業
に
は
本
店
、支
店
な

ど
か
ら
延
べ
70
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
全
員
、手
際
よ
く
軽
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
に
肥
料・農
薬
を
積
み
込
み
ま
し
た
。

自
己
取
り
は
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
平
成
24
年
か
ら
始
め
ま
し

た
。
予
約
価
格
よ
り
、
さ
ら
に
安
い
こ

と
か
ら
農
家
か
ら
「
助
か
り
ま
す
」
と

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
好
評
の
味
噌
作
り
教
室

南

方

サ
ロ
ン

みそ作りに熱中する皆さん

最後の南方サロンに参加した皆さん
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①固い茎や固い葉が混入していないもの

②１つの茎に２～３枚の若葉 

③ビニール袋に入れない  

④摘んだらすぐに工場へ持ち込む

正しい茶葉の状態および注意点

こ
の
位
置
で

摘
ん
で
下
さ
い

お問い合わせは、
農産園芸振興課 ☎23-1892 へ。

委託製造開始日は茶工場毎に
違います。必ず摘む前に茶工
場の確認を行うようにお願い
致します。

令和６年産令和６年産
委託加工茶のご案内委託加工茶のご案内

古
嶋
さ
ん
夫
妻
は
玉
ネ
ギ
栽
培
を

始
め
て
20
年
ほ
ど
。
現
在
は
20
㌃
で

「
ト
ッ
プ
ゴ
ー
ル
ド
」「
ア
リ
オ
ン
」「
ソ

ニ
ッ
ク
」「
博
多
黄
金
」「
貴
錦
」
の
５

種
類
を
栽
培
。
収
穫
し
た
玉
ネ
ギ
は
、

ほ
場
横
の
ハ
ウ
ス
で
葉
と
根
を
切
っ
て

４
〜
５
日
ほ
ど
保
管
し
て
出
荷
。
晴
天

が
続
く
と
き
は
天
日
干
し
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
塩
浜
選
果
場
に
も
出
荷
し
ま

す
が
、
大
半
は
「
ふ
る
さ
と
市
場
」
な

ど
産
地
直
売
所
や
Ａ
コ
ー
プ
一
ヶ
岡
店

に
届
け
ま
す
。
ひ
さ
子
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
女

性
部
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
女
性
部
が
同

店
駐
車
場
で
第
１
、
第
３
水
曜
日
に
開

く
「
い
が
た
朝
市
」
に
も
出
品
し
ま
す
。

玉
ネ
ギ
が
終
わ
る
と
夏
野
菜
の
準
備

に
入
り
ま
す
。
通
年
栽
培
で
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
な
ど
10
数
種
類

を
栽
培
。
忙
し
い
古
嶋
さ
ん
夫
妻
で
す

が
、
年
間
通
し
て
週
末
は
６
歳
の
こ
ろ

か
ら
手
伝
っ
て
い
る
和
輝
さ
ん
の
姿
が

あ
り
ま
す
。
自
ら
「
将
来
は
農
業
を
受

け
継
ぐ
」
と
宣
言
し
て
い
る
頼
も
し
い

孫
に
「
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
感
謝
す
る
古
嶋
さ
ん
夫
妻
で
す
。

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部

管
内
で
切
り
玉
ネ
ギ
の
収
穫
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
質
量
と

も
に
例
年
並
み
。
５
月
上
旬
ま
で

続
き
ま
す
。
石
田
町
の
古
嶋
重
豊

さ
ん（
78
）、
ひ
さ
子
さ
ん（
75
）夫
妻

も
収
穫
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕

事
休
み
の
土
、
日
曜
日
は
孫
の
和

輝
さ
ん（
25
）
も
加
わ
り
３
人
で
収

穫
、
出
荷
作
業
に
精
を
出
し
ま
す
。

手際よく玉ネギをカットしていく古嶋さん夫妻と和輝さん

同
セ
ン
タ
ー
に
は
７
人
が
１
㌧
強
を

持
ち
込
み
ま
し
た
。
小
雨
の
な
か
Ｊ
Ａ

で
販
売
を
担
当
す
る
山
内
智
弘
さ
ん
が

Ｌ
（
33
㌢
以
上
）、
Ｍ
（
24
㌢
以
上
）、

Ｓ
（
12
㌢
以
上
）
に
選
別
し
た
タ
ケ
ノ

コ
を
生
産
者
た
ち
は
手
際
よ
く
コ
ン
テ

ナ
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
出
荷
作
業
は

毎
週
、
火
曜
日
と
金
曜
日
。
メ
ン
マ
用

タ
ケ
ノ
コ
は
９
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
か
ら
２
回
増
や
し
て
月
曜

日
、
火
曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜
日
の
週

４
回
。
い
ず
れ
も
26
日
ま
で
。

Ｊ
Ａ
た
け
の
こ
部
会
の
吉
本
祐
一
さ

ん
（
66
）
は
「
今
年
は
裏
年
と
あ
っ
て

収
量
は
望
め
な
い
が
品
質
は
上
々
。
最

近
は
メ
ン
マ
用
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
の

で
無
駄
が
な
く
な
り
助
か
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

加
工
用
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
は

４
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

初
日
は
平
田
町
の
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
地
区
本
部
の
農
機
セ
ン
タ
ー

と
北
方
町
の
北
方
選
果
場
に
合
わ

せ
て
約
１
・
５
㌧
が
持
ち
込
ま
れ

ま
し
た
。
全
量
、
大
分
県
の
加
工

業
者
に
出
荷
し
ま
す
。

活気づく農機センター

切り玉ネギ収穫
孫の和輝さんと

石田町の古嶋さん夫妻

収
量
減
も
品
質
上
々

加
工
用
タ
ケ
ノ
コ
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三
須
町
の
柳
田
敏
文
さ
ん（
63
）

の
マ
ン
ゴ
ー
収
穫
が
最
盛
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
石
田
町
の
３
連
ハ

ウ
ス
２
棟（
約
20
㌃
）
は
真
っ
赤
に

熟
し
た
マ
ン
ゴ
ー
で
い
っ
ぱ
い
。

連
日
、
ネ
ッ
ト
に
落
ち
た
マ
ン
ゴ
ー

の
収
穫
に
大
忙
し
。
自
然
災
害
や

病
害
虫
な
ど
の
影
響
も
な
く
順
調

に
生
育
し
、
品
質
は
上
々
。
５
月

下
旬
ま
で
続
き
、
収
量
は
例
年
並

み
の
４
０
０
０
個
を
見
込
み
ま
す
。

収
穫
し
た
マ
ン
ゴ
ー
は
全
量
、
高
野

町
の
Ｊ
Ａ
高
野
選
果
場
を
通
し
て
県
内

の
市
場
に
出
荷
。
一
部
、
Ｊ
Ａ
の
産
地

直
売
所
「
ふ
る
さ
と
市
場
」
な
ど
に
も

納
入
し
ま
す
。

柳
田
さ
ん
の
マ
ン
ゴ
ー
は
毎
年
、
大

半
が
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
」

の
規
準
「
３
５
０
㌘
以
上
、
糖
度
15
度

以
上
」
を
ク
リ
ア
。
こ
の
た
め
延
岡
市

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
と
し

て
も
大
好
評
で
す
。

柳
田
さ
ん
は
就
農
17
年
目
。
公
務
員

か
ら
の
転
身
。
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
は
14
年

前
か
ら
始
め
、
収
穫
は
11
年
目
。「
す

べ
て
１
人
で
行
っ
て
い
る
た
め
年
々
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
今
の
規
模
を
守
り
な
が
ら
『
量
よ
り

質
』
を
目
指
し
て
い
く
」
と
新
た
な
目

標
に
挑
む
柳
田
さ
ん
で
す
。

マンゴーをチェックする柳田さん

盗難に遭った場所を示す三雲さん

延
岡
警
察
署
に
通
報
し
現
場
検
証

後
、
署
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
「
少
し
安
堵
し

た
」
と
三
雲
さ
ん
。
そ
れ
で
も
Ｊ
Ａ
玉

ネ
ギ
部
会
の
部
会
長
だ
け
に
「
こ
と
あ

る
ご
と
に
み
ん
な
に
注
意
喚
起
を
促
し

た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
す
。

ほ
場
の
あ
る
沖
田
地
区
で
は
部
会
員

７
人
が
約
２・
６
㌶
で
栽
培
。
う
ち
三

雲
さ
ん
は
「
空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
」
30
㌃
、

切
り
玉
ネ
ギ
90
㌃
を
栽
培
し
ま
す
。
ほ

場
の
な
か
は
縦
横
に
農
道
が
通
っ
て
お

り
「
車
を
横
付
け
し
て
簡
単
に
持
っ
て

い
か
れ
る
」
環
境
に
あ
り
ま
す
。

部
会
員
の
多
く
は
「
そ
の
都
度
、
盗

ま
れ
る
の
は
少
量
な
の
で
正
確
な
被
害

は
分
か
ら
な
い
。
犯
行
時
間
は
ほ
と
ん

ど
が
午
後
6
時
半
〜
７
時
ご
ろ
の
薄
暗

い
時
間
帯
」
と
話
し
ま
す
。
三
雲
さ
ん

は
「
盗
難
は
市
内
全
域
に
わ
た
る
。
少

量
と
は
い
え
生
産
者
が
大
事
に
、
大
事

に
育
て
た
玉
ネ
ギ
を
泥
棒
す
る
な
ん
て

許
せ
な
い
」
と
声
を
大
に
し
ま
す
。

犯
人
は
知
人
の
通
報
で
駆
け
つ
け
た

時
に
は
す
で
に
乗
用
車
で
逃
走
し
た
あ

と
で
し
た
。
知
人
に
気
づ
き
慌
て
て
い

た
た
め
現
場
に
は
11
個
の
玉
ネ
ギ
と
包

丁
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
周
囲
に
は

切
り
落
と
さ
れ
た
葉
も
散
乱
し
て
い
ま

し
た
。
知
人
に
よ
る
と
60
歳
代
く
ら
い

の
男
性
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

葉
付
き
で
出
荷
す
る
Ｊ
Ａ
の
ブ

ラ
ン
ド
「
空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
」
の

盗
難
が
続
い
て
い
ま
す
。
収
穫
最

盛
期
の
３
月
７
日
夕
方
に
は
片
田

町
の
三
雲
治
男
さ
ん
（
81
）
の
ほ

場
が
狙
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
幸

い
未
遂
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
三

雲
さ
ん
は
「
私
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
何
度
も
被
害
に
遭
っ
て
い

る
。
良
い
対
策
は
な
い
も
の
か
」

と
困
り
果
て
て
い
ま
す
。

柳田敏文さん三須町
収量4000個見込む

夕暮れ時はご用心
空飛ぶ新玉ネギ
盗難被害相次ぐ
玉ネギ
部　会「許せない」
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

インショップ産直コーナー

お問い合わせは
ふるさと市場 ☎28-0080

ふるさと市場
マックスバリュ岡富店
営業／0：00～24：00
住所／中川原町2丁目4920

イオン延岡店　
営業／9：00～21：00
住所／旭町2丁目2-1

イオン多々良店
営業／9：00～21：00
住所／岡富町154

産直市場のべおか
営業／10：00～19：00
住所／大貫町3丁目1278

マックスバリュ南延岡店
営業／0：00～24：00
住所／構口町2丁目204-7

営業／9：30～18：00　住所／恒富町4丁目27

安
心

Ｊ
Ａ
の
産
地
直
売
所

安
全

新
鮮

園芸研究家 ● 成松　次郎

キ
ュ
ウ
リ
は
食
感
と
新
鮮
さ
が
本
命
。
家
庭
菜
園

な
ら
実
が
少
し
小
さ
く
て
も
大
き
く
な
っ
て
も
楽
し

め
ま
す
。
生
育
適
温
は
日
中
22
〜
28
度
、夜
間
17
、18

度
で
す
。
根
は
浅
く
張
る
た
め
乾
燥
に
弱
い
の
で
、

水
持
ち
が
良
く
、有
機
物
の
多
い
畑
が
適
し
ま
す
。

【
品
種
】「
V
R
夏
す
ず
み
」（
タ
キ
イ
種
苗
）は
う
ど

ん
こ
病
や
べ
と
病
耐
病
性
で
、ウ
イ
ル
ス
病
に
も
強

い
品
種
。「
よ
し
な
り
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）は
、暑
さ

寒
さ
に
強
く
安
定
し
て
長
期
間
収
穫
で
き
、う
ど
ん

こ
病
や
べ
と
病
に
強
い
で
す
。

【
苗
作
り
】植
え
付
け
時
期
か
ら
逆
算
し
て
お
よ
そ
30

日
前
に
、加
温
さ
れ
た
９
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
３
粒
ず

つ
種
ま
き
し
ま
す（
図
１
）。
発
芽
し
た
ら
30
度
以
上

に
な
ら
な
い
よ
う
に
換
気
し
、本
葉
１
本
の
頃
に
間

引
い
て
１
本
立
ち
に
し
、本
葉
４
、５
枚
ま
で
育
苗
し

ま
す
。
加
温
育
苗
し
な
い
と
き
は
、４
月
中
旬
か
ら
５

月
上
旬
ご
ろ
が
種
ま
き
時
期
で
す
。
購
入
苗
は
つ
る

割
れ
病
に
強
い
接
ぎ
木
苗
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
畑
の
準
備
】植
え
付
け
２
週
間
前
ま
で
に
１
平
方
m

当
た
り
苦
土
石
灰
2
0
0
g
を
ま
き
、土
と
混
ぜ
て

お
き
ま
す
。
次
に
、１
週
間
前
に
化
成
肥
料（
N
P
K

各
成
分
10
％
）2
0
0
g
、堆
肥
２
、３
㎏
を
予
定
し

た
畝
幅
に
散
布
し
、よ
く
耕
し
て
お
き
ま
す（
図
２
）。

土
壌
水
分
が
適
度
の
と
き
に
マ
ル
チ
を
張
り
、地
温

を
上
げ
て
お
き
ま
す
。

【
植
え
付
け
】中
間
地
で
は
遅
霜
の
心
配
が
な
い
４
月

中
旬
か
ら
下
旬
、ト
ン
ネ
ル
栽
培
の
場
合
は
４
月
上

旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
が
植
え
付
け
時
期
で
す
。
栽
植
方

法
は
、
２
条
植
え
で
は
畝
幅
1
2
0
㎝
程
度
、
条
間

80
〜
90
㎝
、株
間
60
〜
70
㎝
に
し
ま
す（
図
３
）。

【
誘
引
・
摘
心
】植
え
付
け
時
は
仮
支
柱
を
立
て
、
ひ

も
で
緩
く
縛
り
ま
す
。
次
に
、つ
る
が
伸
び
だ
す
前

に
支
柱
を
用
意
し
、
合
掌
式
に
支
柱
を
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、支
柱
に
キ
ュ
ウ
リ
ネ
ッ
ト
を
張
り
、つ
る

を
ネ
ッ
ト
に
誘
引
し
ま
す（
図
４
）。
親
づ
る（
主
枝
）

の
下
か
ら
５
、６
葉
ま
で
の
子
づ
る
と
雌
花
は
、
全

て
早
め
に
摘
み
取
り
ま
す
。
そ
の
後
の
子
づ
る
、孫

づ
る
は
２
葉
を
残
し
て
摘
心
し
、親
づ
る
は
支
柱
の

高
さ
で
摘
心
し
ま
す（
図
５
）。

【
摘
葉
・
摘
果
】黄
化
し
た
下
葉
や
病
気
の
葉
は
随
時

摘
葉
し
、曲
が
り
果
な
ど
の
変
形
果
は
小
さ
い
う
ち

に
摘
果
し
て
、株
の
負
担
を
軽
く
し
ま
す
。

【
追
肥
・
水
や
り
】肥
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
収
穫
終

了
前
ま
で
２
週
間
ご
と
に
追
肥
を
続
け
ま
す
。
１
回
目

は
果
実
が
取
れ
る
頃
に
株
の
周
り
に
施
し
、軽
く
土
と

混
合
し
ま
す
。
２
回
目
以
降
は
１
平
方
m
当
た
り
化

成
肥
料
30
g
程
度
を
畝
の
肩
に
浅
く
溝
を
作
っ
て
施

し
、
薄
く
土
を
か
け
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
特
に
水
分
が

必
要
で
、畑
が
乾
い
て
い
た
ら
必
ず
水
や
り
を
し
ま
す
。

【
病
害
虫
防
除
】べ
と
病
や
う
ど
ん
こ
病
は
、登
録
農

薬
で
防
除
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、粘
着
く
ん
液

剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

【
収
穫
】長
さ
21
、
22
㎝
、
重
さ
1
0
0
〜
1
2
0
g

く
ら
い
が
収
穫
適
期
で
す
が
、小
さ
く
て
も
モ
ロ
キ
ュ

ウ
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。
最
盛
期
は
朝
夕
２
回
の
収

穫
を
心
が
け
、ま
た
草

勢
が
弱
っ
た
と
き
に

は
若
取
り
し
て
株
の

負
担
を
減
ら
し
回
復

を
早
め
ま
し
ょ
う
。

キュウリ　追肥・水やりで長期収穫

図１ 加温育苗
温床マット

化成肥料 堆肥

60～70㎝

180～
200㎝

60～
70㎝

摘心 摘心子づる

孫づる
孫づる

親づる
子づる、孫づるとも本葉２枚を残し摘心

子づる

80～90㎝
120㎝

電子
サーモ

図２ 畑の準備

図３ 植え付け

図４ 支柱立て

図５ 摘心
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３
期
連
続
、前
回
上
回
る

同
畜
連
の
白
坂
秀
喜
参
事
は
３
期
続

け
て
前
回
市
を
上
回
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
「
当
畜
連
市
場
の
認
知
度
が
上
が
り

県
外
購
買
者
が
増
え
、
そ
れ
に
県
内
購

買
者
も
影
響
を
受
け
て
競
り
値
が
上
向

き
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
分
析
し
ま
す
。

雌
の
平
均
は
53
万
９
４
１
０
円
（
前

回
比
４
万
３
３
８
５
円
増
）、
去
勢
は

61
万
３
２
２
６
円
（
同
５
万
５
６
５
９

円
増
）。
最
高
値
は
雌
が
94
万
５
０
０

円
、
去
勢
が
89
万
３
２
０
０
円
で
し
た
。

出
場
頭
数
は
５
６
０
頭
（
雌
２
６
３

頭
、
去
勢
２
９
７
頭
）
で
し
た
（
価
格

は
い
ず
れ
も
税
込
み
）。
価
格
は
左
記

の
通
り
で
す
。

平
均
57
万
８
５
５
９
円

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
は
３
月
21
、
22
日
の
両

日
、
櫛
津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で
３

月
期
子
牛
せ
り
市
を
開
き
ま
し
た
。

平
均
価
格
は
57
万
８
５
５
９
円
。
前

年
比
で
は
６
万
７
８
４
７
円
減
で
し

た
が
、
前
回
比
で
は
５
万
１
１
６
６
円

増
と
３
期
続
け
て
上
回
り
ま
し
た
。

頭数（頭） 最高（円） 最低（円） 平均（円） 日齢 体重（kg）
延
岡
農
協

雌 82 894,300 265,100 539,443 304 281.9
去 90 883,300 255,200 606,772 280 292.2
計 172 574,673 291 287.3

延
岡
市
場

雌 263 940,500 111,100 539,410 302 283.2
去 297 893,200 255,200 613,226 279 295.0
計 560 578,559 290 289.4

前年市（３月）前回市（１月）今回市（３月） 前年比 前回比
雌 606,615 496,025 539,410 △67,205 43,385
去勢 685,535 557,567 613,226 △72,309 55,659
平均 646,406 527,393 578,559 △67,847 51,166

成 績 表

活気づく延岡家畜市場

Ｊ
Ａ
は
延
岡
市
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
増
頭
更
新
奨
励
金
事
業
の
令

和
５
年
度
か
ら
６
年
３
月
ま
で
の
実
績

を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
該

当
牛
は
61
頭
で
、
約
２
７
０
万
円
の
奨

励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

同
事
業
は
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
や
更
新

を
行
う
畜
産
農
家
を
支
援
す
る
た
め
平

成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
農
家
が
優
良
血
統
の
導
入

な
ど
積
極
的
に
増
頭
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

東臼杵郡市畜連は３月14日、
櫛津町の延岡家畜市場で３月期
子牛郡共進会を開きました。JA
延岡とJA日向管内の地区予選を
勝ち抜いた35頭が出場。JA延岡
管内から優等２席に北川町飛石の
竹林畜産、同４席に石田町の織田
直行さん、同５席に北川町俵野の
横山拓也さん、同７席に北方町八
峡の山口裕介さんが選ばれました。

優２・竹林畜産、優４・織田さん
優５・横山さん、優７・山口さん

３
月
期

せ
り
市

増
頭
更

新
事
業

Ｊ
Ａ
は
２７０
万
円
を
交
付

優等２席の竹林畜産

優等４席の織田さん

優等５席の横山さん 優等７席の山口さん

３
月
期
子
牛
郡
共
進
会
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交
通
安
全
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
園
児
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
Ｊ
Ａ
共
済
が
地
域
貢

献
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
平
成
16
年

か
ら
全
国
の
幼
稚
園
で
開
い
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
形
式
の
交
通
安
全
教
室
。

園
児
ら
は
模
擬
の
横
断
歩
道
で
車

の
運
転
手
な
ど
周
囲
か
ら
気
づ
い
て

も
ら
う
た
め
「
手
を
高
く
上
げ
、
左

右
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
渡
る
こ
と
」、

信
号
機
が
あ
る
と
き
は
「
青
に
な
っ

て
も
す
ぐ
に
渡
ら
な
い
」「
渡
り
き
る

寸
前
に
赤
に
な
っ
た
場
合
は
早
歩
き

す
る
」
こ
と
な
ど
実
践
を
通
し
て
確

認
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
園
児
や
保
護
者
に
反
射
材

キ
ー
ホ
ー
ル
ダ
ー
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

風
船
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
幼
稚
園
の
髙
森
圭
介
君
（
６
）

は
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

手
を
高
く
上
げ
て
右
、
左
、
右
を
確
認

し
て
か
ら
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
宮
崎

は
３
月
13
日
に
稲
葉
崎
町
の
東
海

幼
稚
園
（
谷
平
智
美
園
長
）、
翌

14
日
に
無
鹿
町
の
す
み
れ
保
育
園

（
濵
田
幸
代
園
長
）
で
親
と
子
の

交
通
安
全
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔
法

園
児
マ
モ
ル
ワ
タ
ル
」
を
行
い
ま

し
た
。
園
児
ら
は
横
断
歩
道
お
よ

び
信
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道
の
正

し
い
渡
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

横断歩道の正しい渡り方を学ぶ園児たち
（上が東海幼稚園、下がすみれ保育園）

Ｊ
Ａ
の
産
地
直
売
所
「
ふ
る
さ
と
市

場
」
の
惣
菜
店
が
４
月
１
日
か
ら
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
営
業
し
て
い
た
Ｊ
Ａ
の

「
味
の
季
節
館
」
か
ら
引
き
継
い
だ
の

は
春
日
町
の
老
舗
「
国
技
館
」
の
惣
菜

店
「
つ
か
さ
」
で
す
。

国
技
館
の
竹
内
敏
朗
専
務
取
締
役
は

「
多
く
の
方
か
ら
愛
さ
れ
た
季
節
館
の

味
を
踏
襲
し
つ
つ
、
国
技
館
の
味
を
活

か
し
た
惣
菜
を
皆
さ
ん
提
供
し
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
延
岡
生
産
組
合
長
連
絡
協
議

会
・
営
農
集
団
合
同
視
察
研
修
は
３
月

７
、８
日
の
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
両
組
織
と
Ｊ
Ａ
か
ら
14
人
が

参
加
。
熊
本
県
八
代
市
の
㈱
ア
グ
リ
日

奈
久
と
Ｊ
Ａ
か
も
と
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
夢
大
地
館
」
を
視
察
し

ま
し
た
。

ア
グ
リ
日
奈
久
は
平
成
21
年
、
株
主

18
人
で
設
立
。
栽
培
面
積
は
水
稲
約
86

㌶
、
野
菜
な
ど
の
裏
作
約
67
㌶
。
ド

ロ
ー
ン
や
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
防
除
の
作

業
委
託
も
大
規
模
に
展
開
。
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
農
業
高
校
の
生
徒
を
採
用
し
、

従
業
員
は
10
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
労

働
時
間
の
厳
守
や
有
給
休
暇
の
導
入
な

ど
福
利
厚
生
も
充
実
し
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
「
社
員
た
ち
は
、
い
き
い

き
と
働
い
て
い
る
。
職
場
環
境
の
大
切

さ
を
再
確
認
し
た
」
と
視
察
の
成
果
に

満
足
し
て
い
ま
し
た
。

ＪＡやつしろ南部総合支所の前で

生
産
組
合
と
営
農

集
団
が
合
同
視
察

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

ふ
る
さ
と
市
場
惣
菜
店

初
日
か
ら
大
好
評
。
４
月
１
日
か
ら
営
業
を
開
始

し
た
惣
菜
店
「
つ
か
さ
」

東
海
幼
稚
園
、

す
み
れ
保
育
園

横
断
歩
道
の
渡
り
方
学
ぶ

研
修
の
成
果
に
満
足

国
技
館「
つ
か
さ
」よ
ろ
し
く
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理

事

会

だ

よ

り

令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会
は
３
月

29
日
、本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

17
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
報
告
は
22
件
で
し
た
。
新

年
度
か
ら「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
」と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
延
岡
の
最
後
の
理
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

＝

議

案

＝

▽
令
和
５
年
度

第
４
・
四
半
期

事

業
実
績

▽
令
和
５
年
度

第
４
・
四
半
期

株

式
会
社
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
事
業
実
績

▽
令
和
５
年
度

第
４
・
四
半
期

株

式
会
社
J
A
延
岡
地
域
農
業
振
興
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

▽
令
和
５
年
度

第
４
・
四
半
期

株
式

会
社
J
A
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
事
業
実
績

▽
令
和
５
年
度

決
算
書
類

【
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
】

【
監
事
監
査
報
告
】

【
令
和
５
年
度
定
期
監
事
監
査
報
告
】

▽
J
A
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
の
機
構

▽
合
併
準
備
積
立
金
の
一
部
取
崩

▽
減
損
会
計
に
お
け
る
農
機
具
セ
ン

タ
ー
等
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
変
更

▽
県
域
合
併
に
伴
う
就
業
時
間
・
休
日
・

店
舗
営
業
時
間
の
変
更

▽
総
代
お
よ
び
地
区
本
部
運
営
代
表
者
選

出（
選
挙
）の
た
め
の
選
挙
管
理
者
等
の

選
任

▽
株
式
会
社
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
の
役
員

選
出

▽
株
式
会
社
J
A
延
岡
地
域
農
業
振
興

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
選
出

▽
株
式
会
社
J
A
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
の

役
員
選
出

▽
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
出

▽
延
岡
地
区
本
部
運
営
委
員
報
酬

▽
出
資
口
数
減
口
に
伴
う
出
資
金
の
仮

払
い

▽
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
償
却

＝

報

告

＝

▽
み
の
り
監
査
法
人
と
の
業
務
委
託
契

約
の
締
結

▽
令
和
５
年
度

資
産
自
己
査
定
の
結

果
報
告

▽
令
和
６
年
度

J
A
延
岡
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
体
制

▽
令
和
６
年
度

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

リ
ン
グ
等
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
等

排
除
体
制

▽
令
和
６
年
度

個
人
情
報
保
護
・
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
体
制

▽
連
続
職
場
離
脱
実
施
要
領
の
一
部
変
更

▽
配
当
代
わ
り
金
率

▽
延
岡
地
区
本
部
役
員
報
酬

▽
令
和
６
年
度（
R
6
・
４
月
〜
R
7
・

３
月
）役
員
報
酬
審
議
会
答
申

▽
「
地
区
本
部
代
表
者
会
要
領
」（
案
）

▽
「
J
A
み
や
ざ
き
」
設
立
記
念
祝
賀

会
の
開
催
お
よ
び
出
席
依
頼

▽
令
和
７
年
度

職
員
採
用
試
験
案
内

（
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
用
）

▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」
運

行
実
績

▽
令
和
５
年
度

余
裕
金
運
用
状
況
報
告

▽
令
和
６
年
度

満
開
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

商
品
骨
子

▽
貯
金
実
績

▽
貸
出
金
実
績

▽
理
事
の
利
益
相
反
取
引
後
の
報
告

（
令
和
５
年
度
第
４
四
半
期
・
J
A

延
岡
最
終
年
度
）

▽
繁
殖
事
業
終
了
に
と
も
な
う
補
助
金

の
返
還

▽
令
和
６
年
度
W
C
S（
飼
料
用
イ
ネ
）

の
苗
・
種
子
注
文

▽
令
和
６
年
度

３
月
期
子
牛
セ
リ
市

の
結
果

▽
2
0
2
4
農
機
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

実
績
報
告

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

▽
役
員
の
忠
実
義
務
と
善
管
注
意
義
務
等

ク
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
の
使
命
、
役
割
。
こ
の
こ
と

を
肝
に
命
じ
、
常
に
お
客
様
の
お
役
に

立
っ
て
い
る
か
、
を
検
証
し
つ
つ
行
動

し
て
ほ
し
い
。
誠
実
に
仕
事
に
向
き

合
っ
て
努
力
す
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る
」

と
Ｌ
Ａ
を
激
励
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
21
人
が
決
意

金
融
共
済
部
の
久
澄
大
輔
課
長
が
令

和
６
年
度
Ｌ
Ａ
活
動
基
本
方
針
の
概
要

を
説
明
。「
指
示
さ
れ
る
前
に
自
分
で

考
え
行
動
す
る
自
主
性
の
高
い
Ｌ
Ａ
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
常
に
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

最
後
に
北
浦
支
店
の
関
口
智
裕
Ｌ
Ａ

の
音
頭
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
行
い
今

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
Ｌ
Ａ
進
発
式

重
黒
木
充
常
務
は
「
培
っ
た
知
識
、

経
験
を
駆
使
し
て
利
用
者
が
事
故
や
地

震
、
台
風
等
の
自
然
災
害
な
ど
の
リ
ス

利
用
者
の
リ
ス
ク
回
避
に
全
力

令
和
６
年
度
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
進
発
式
は
４
月
５

日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

新
人
２
人
を
含
む
Ｌ
Ａ
21
人
が
早

期
目
標
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。

重黒木常務（前列中央）を囲んで意気込みを示すＬＡ

ＬＡを励ます重黒木常務
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ガンバロウ三唱で早期目標達成を誓う LA＝進発式で

営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課営 業 課「ひと・いえ・くるま」 の総合保障

猪股　真代
（ＬＡトレーナー）

富高　英雄
（ＬＡトレーナー）

久澄　大輔
（課長）

山本　祐嗣

松田　尚也 吉田　麻美

東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当東海支店担当

牧野　充明

北方支店担当北方支店担当北方支店担当北方支店担当北方支店担当北方支店担当北方支店担当北方支店担当

元山　大史

北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当北浦支店担当
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☆室・部長・支店長・考査役　　□部次長
◎室・課・支店長・副支店長・審査役　　○副支店長・次長・補佐・調査役

△係長・副調査役　　▽主任　●准職員　◆嘱託　■臨時職員　▼パート※派遣職員

（　　）は兼務　【　　】は入出向

㈱
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
出
向

監

査

課

監

査

係

         

人

事

係

△
甲
斐
貴
美

管

理

課

◎
岩
切
大
典

○
課
長
補
佐

　永
野

　光

管

　
理

　
係

電
算
シ
ス
テ
ム
係

総
合
教
育
・
研
修
係

営
農
経
済
事
業
改
革
推
進
係

土
地
建
物
情
報
セ
ン
タ
ー
係

（
☆
長
野
克
弘
）

（
◎
久
澄
大
輔
）

■
清
水

　明

６
次
産
業
化
推
進
係

農
家
経
営
指
導
推
進
係

（
◎
恒
吉
輝
彦
）

　△
永
田
基
大

地
域
農
業
経
営
体
支
援
セ
ン
タ
ー

（
◎
恒
吉
輝
彦
）

☆
冨

　岡

　道

　治

融

資

課

融

資

保

全

係

△
鴫
石
崇
則

　芝
﨑
小
百
合

融

資

係

ロ
ー
ン
営
業
係

貯

金

為

替

係

△
髙
本
真
希

　△
松
下
哉
太

　北
林
大
祐

　清
家
杏
梨

　◆
富
山
哲
洋

△
伊
山
祐
太

　瀧
本

　梓

　（
長
野
圭
悟
）

　北
林
智
香

（
△
伊
山
祐
太
）

　（
長
野
圭
悟
）

◎
松
本
真
一

　（
△
松
下
哉
太
）

金

融

企

画

課

◎
武
藤
真
一

資

金

運

用

係

移
動
金
融
店
舗
係

■
有
満
雅
美

　長
野
圭
悟

　■
甲
斐
常
実

☆
高

　橋

　勇

　吉

共

済

保

全

課

◎
甲
斐
雅
人

○
課
長
補
佐

　中
村
浩
太
郎

長

期

共

済

係

（
○
中
村
浩
太
郎
）

　安
藤
美
知
子

　黒
木
美
香

　●
佐
藤
英
子

　●
武
藤
康
子

　

共

済

指

導

係

（
◎
甲
斐
雅
人
）

共
済
事
業
企
画
係

（
◎
甲
斐
雅
人
）

短

期

共

済

係

（
◎
吉
本
幸
平
）

　甲
斐
一
稀

　■
水
田
真
由
美

　（
◆
大
野
聖
二
）

営

農

経

済

部

◎
川
原
昌
人

○
課
長
補
佐

　田
邊
一
敬

◎
河
野
清
則

○
課
長
補
佐

　河
野
一
志

農

産

係

（
◎
川
原
昌
人
）

　中
田
裕
輝

農

業

実

証

係

（（
研
修
生
）
小
島
純
平
）

農
産
物
検
査
係

（
◎
本
田
浩
司

　◎
川
原
昌
人

　△
佐
藤

　彰

　曽
根
康
太

　山
内
智
弘
）

（
○
河
野
一
志
）

　甲
斐
拓
実

　長
友
俊
祐

　◆
水
本
英
明

　▼
増
場

　剛

　▼
請
関
俊
一

▼
矢
北
博
司

　▼
山
崎
浩
幸

　■
別
府
美
左
代

　■
中
洞
千
秋

畜

産

振

興

係

肥
育
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

種
鶏
ヒ
ナ
セ
ン
タ
ー

振

興

販

売

係

（
○
田
邊
一
敬
（
北
川
支
店
担
当
））

　曽
根
康
太

　山
内
智
弘

　■
甲
斐
秀
典

◎
吉
本
幸
平

○
中
尾
浩
士
（
店
長
）

　△
塚
本
真
司
（
副
店
長
）

　▼
橋
本
豊
美

　（
▼
川
岸
悠
紀
江
）

◆
疋
田
隆
美

　▼
岩
見
雄
司

ふ
る
さ
と
市
場
管
理
係

▼
川
岸
悠
紀
江

　▼
岩
切
初
美

　▼
工
藤
陽
子

　▼
山
口
泰
香

　（
▼
橋
本
豊
美
）

▼
津
田
佳
代
子

　▼
中
野
志
信

　▼
興
梠
礼
子

　▼
甲
斐
信
子

　▼
伊
東
多
香
美

ふ
る
さ
と
市
場
営
業
係

管

理

係

▽
甲
斐
雄
政

　甲
斐
翔
大

　●
星
川
史
憲

　●
星
川
健
二
郎

　（
甲
斐
一
稀
）

　山
内
達
也

　◆
大
野
聖
二

　■
銀
山
達
夫

配

送

係

人
権
対
策
担
当
兼
務

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
苦
情
統
括
課

損
害
保
険
担
当
業
務

（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
担
当
）

共
済
普
及
L
A
ト
レ
ー
ナ
ー
兼
務

（
組
合
員
加
入
促
進
担
当
）

監

査

部

☆
甲

　斐

　哲

　二

◎
小
泉
和
之

　佐
藤
美
香

非常勤副本部長

川 原 博 之

重 黒 木 充

和田健太郎

（室長☆甲斐哲二　◎小泉和之　佐藤美香）

地区本部長

楠 田 富 雄

常 勤 監 事

監 事 室

（
酪
農
担
当
）

　
　
　（
△
甲
斐
仁
志
）

（
種
鶏
担
当
）

　
　
　
　
 長
友
祐
輝

（
養
豚
担
当
）

　
　
　（
○
工
藤
弘
規
）

（
繁
殖
事
業
担
当
）

　（
○
工
藤
弘
規
）

　（
○
谷
名
清
隆
）

　木
村
正
芳

（
肥
育
牛
担
当
）

　
　
 △
甲
斐
仁
志

（
キ
ャ
ト
ル
担
当
）

　
 ■
日
髙
通
裕

○
津
田
崇
宏
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　松
葉
智
弘

△
柳
田
英
二
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　黒
田
昌
実

　■
甲
斐
宣
彦

●
鬼
塚
幸
一

　▼
小
谷

　滋

　黒
田
弘
希

　■
吉
田
清
一

◎
足
立
竜
一

○
課
長
補
佐

　工
藤
弘
規

○
課
長
補
佐

　谷
名
清
隆

☆
長

　野

　克

　弘

㈱
地
域
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
出
向

㈱
Ｊ
Ａ
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
出
向

◎
本
田
浩
司

　●
木
原
広
道

　△
佐
藤

　彰

◎
前
田
武
史
外

◎
古
嶋
寛
久

☆
甲
斐
孝
徳

小
島
純
平
（
研
修
生
）

　●
北
山
義
也

　▼
新
名
真
理
子

佐
藤
智
美
（
育
休
）

畜

連

出

向

農

協

講

習

所

中

央

会

出

向

信

連

出

向

経

済

連

出

向

組

合

長

付

総

務

課

付

※
地
域
農
業
経
営
体
支
援
セ
ン
タ
ー

　担
い
手
・
集
落
営
農
推
進
委
員

常 務 理 事

令和６年４月１日現在

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
営
業
相
談
係

（
店
長 

◎
吉
本
幸
平
）

（
主
任 

▽
甲
斐
雄
政
） （

▽
甲
斐
雄
政
）

　（
甲
斐
翔
大
）

　（
●
星
川
史
憲
）

　（
山
内
達
也
）

　（
●
星
川
健
二
郎
）

■
甲
斐
麗
香

　■
桑
原
里
奈

　（
■
水
田
真
由
美
）

　平
川
い
ず
み

地
域
営
農
振
興
係

担
い
手
推
進
係

（
◎
波
口
幸
代
）

　（
△
永
田
基
大
）

組

織

強

化

係

（
◎
波
口
幸
代
）

（
☆
長
野
克
弘
）

　●
佐
藤
愛
子

　●
横
山
ル
ミ

　■
川
野
優
子

生

活

指

導

係

（
◎
波
口
幸
代
）

　甲
斐
珠
企

　●
濱
松
真
由
美

　■
大
里
陽
子

事
務
集
中
管
理
係

農

政

組

織

係

（
☆
長
野
克
弘
）

（
○
髙
見
啓
祐
）

　大
野
菜
都
美

　西
府
鞠
花

総

務

課

◎
森
山

　純

○
課
長
補
佐

　髙
見
啓
祐

広

報

係

（
◎
森
山

　純
）

　◆
黒
木
哲
也

庶

務

係

総

務

部

△
福
良
淳
仁

　△
猪
股
真
代

　◆
富
高
英
雄

　▼
佐
藤

　瞳

営

業

課

◎
久
澄
大
輔

◎
課
長
補
佐

　甲
斐
博
之

営

業

指

導

係

営

業

係

農
産
園
芸
振
興
課

◎
恒
吉
輝
彦

◎
課
長
補
佐

　波
口
幸
代

組
合
員
加
入
促
進
事
務
局

営

農

振

興

課

畜

産

振

興

課

店

舗

課

営
農
総
合
対
策
課

個
人
情
報
保
護
担
当
兼
務

総

合

企

画

課

経
営
改
革
推
進
係

 （
○
黒
木
正
臣
）

 （
○
黒
木
正
臣
）

施
設
再
編
推
進
係

総
合
事
業
企
画
係

J
A
改
革
推
進
係

（
○
黒
木
正
臣
）  

        

（
○
黒
木
正
臣
）      

（
お
客
様
相
談
窓
口
）

（
本
店
内
部
監
査
室
駐
在
）

（
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
事
務
局
）

お
客
様
相
談
担
当

総

合

企

画

部

☆
夏

　田

　清

　明

リ
ス
ク
管
理
課

リ
ス
ク
管
理
係

■
佐
藤
憲
俊

　坂
元
誉
典

（
☆
夏
田
清
明
）

◎
有
満
正
志

○
課
長
補
佐

　黒
木
正
臣

苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル
統
括
部
署

農

機

具

課

延
岡
農
機
セ
ン
タ
ー
係

ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

土
地
建
物
情
報
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

金

融

共

済

部

（本店監事室駐在）
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伊 形 支 店 長
副 支 店 長

支

店

恒 富 支 店 長

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

副 支 店 長

東延岡支店長 副 支 店 長
○楠田祐一郎

（○楠田祐一郎）

副 支 店 長

南 方 支 店 長 副 支 店 長

○竹山道弘

延岡北方支店長 事故代理責任者

△増田翔平

岡 富 支 店 長

○中野和美

（○中野和美）

　　長友愛理　　野﨑　葵　　堀田優子　　宮原万奈

（○中野和美）　山本大樹　　　

　河野香菜子　　前田康平　　栁田春奈

○矢野幸子

（○矢野幸子）

　　星川あづさ　　甲斐綾乃　　●和田貴子　　小辨野愛莉

（○矢野幸子）　△松下栄士郎　

　○増田英明　　○佐藤浩二　　△染矢直美

◎窪　田　智恵子

◎杉　田　　　央

◎山　本　和　史 

（○楠田祐一郎）

　　甲斐優貴　　矢倉くるみ　　永田美桜　　坂本愛心　　和田玲菜

（○楠田祐一郎）（甲斐優貴）　■本田知子

　○岡野正治　　榎本倫也　　恒𠮷恵美　　丸山恭博

（○楠田祐一郎）

　（甲斐優貴）（矢倉くるみ）（永田美桜）（坂本愛心）（和田玲菜）

（○楠田祐一郎）（甲斐優貴）（■本田知子）

（○岡野正治）（榎本倫也）（恒𠮷恵美）（丸山恭博）（◎窪　田　智恵子）

◎富士本　　　慎

（○竹山道弘）

　　大久保瑛梨　　橋口心美　　甲斐里生　　●末永佳代　　●黒田摩希　

（○竹山道弘）　△日高志穂　　■浅野久美　　■甲斐喜徳

　△甲斐健嗣　　△永田智美　　野﨑隆史　　小畑朝未

（○富士本美由紀）

　　黒岩しおり　　塩月優実　　■甲斐こずえ　　■横山　渚　（田口麻里）　

（○富士本美由紀）　○小泉裕嗣　　田口麻里

　○柳田寛史　　○山本祐嗣　　吉田麻美　　松田尚也

◎河　野　圭　介

（△増田翔平）

　　内田さくら　　●杉田里美　　●原田君子　

（△増田翔平）　　大久保圭祐
　○牧野充明

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係

（△池田隼平）　◆牧野栄司　　■日高徳恵　

　△池田隼平　（◆牧野栄司）

北 浦 支 店 長 事故代理責任者

子　会　社

△星川直毅

（△星川直毅）

　　持原里枝　　松下　響　　和田梨瑚

（△星川直毅）　黒田亮平

　　関口智裕

株式会社　ＪＡ延岡地域農業振興支援センター

　　　取締役部長　　◎本田浩司

　　　取締役課長　　●木原広道

　　　　　　　　　　△佐藤　彰

株式会社ＪＡ延岡エネライフ

【　　】　自社採用
株式会社　プリエール延岡

◎芝　﨑　寛　樹

取 締 役 社 長

取 締 役 専 務

総務・業務部長

〈 総 務 部 〉

総 務 課

〈 業 務 部 〉

プリエール業務課

副 支 店 長
○富士本美由紀

東 海 支 店 長

◎小　野　佳　司

　楠田富雄

　松谷勝希

　

 【吉田修二】

　支配人

　所　長

　所　長

　主　任

【甲斐久美子】

【荒内明子】

【柳田寛仁】

　

【牧野通也】

【松田　理】

【甲斐　真】

【清田喜美成】

【高木敬介】

【福良真人】

【山口　惣】

【小野良平】

【牧野竜洸】

【清水賢展】

【岩崎健太】

【岡田　錬】

【尾方裕豊】

【伊藤洋文】

【清松初美】

【横山久彦】

【甲斐　定】

【佐藤博文】

【水本由美】

【佐藤益美】

プリエール業務課

業 務 係

〈 営 業 部 〉

営 業 部 長

営 業 課

　　 ギフト係

　  推 進 係

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
（◎河野圭介）

　△小川智弘　　●香畑幸範　（●酒井祐一）　■古見香織

　●酒井祐一

北 川 支 店 長 副 支 店 長

○松本晃幸
◎芝　村　富士美

（○松本晃幸）

　　河野あゆみ　　川並真珠　　黒田奏美

（○松本晃幸）　　富山佑美

　△元山大史

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
（◎芝村富士美）

　△興梠直人　　■吉田真紀　　▼井本勝也

　　米田聖志郎　（○田邊一敬）本店と兼務

代表取締役社長

取 締 役 専 務

楠田富雄

牧野吉光 

管 理・会 計 係

自 動 車 経 理 係

プロパン経理係

石 油 経 理 係
管 理 部

営 業 部

部長　◎前田武史

管 理 課

（課長　◎前田武史）

課長　○山田智樹

課長　○熊本章治

部長　◎日吉　明

【●是澤美香子】

　●谷口　愛

　■岡田珠世　　●片爪真由美

（【●是澤美香子】）

販 売 係

整 備 工 場 係

営 業 企 画 係

　　矢北直人　　笠江憲生

（○山田智樹）　△谷口淳一　　工場長【廣瀬正紀】　柳田恒位　【◆甲斐真吾】

　（矢北直人）　（笠江憲生）

　（石川寛樹 ）

営 業・保 全 係

営 業 企 画 係

給 油 所 統 括 係

営 業 企 画 係

（○熊本章治）　石川寛樹 　　●尾崎正治　　◆東　　祥　　◆太田博秋　【◆酒井幸生】

　■髙橋純子

自 動 車 課

　　後藤翔斗　　◆坂井計広　【◆吉田貴規】【■田原　匡】

（●片爪真由美）

 ●岡野武弘　　●横山宏幸　　●井下　勉　【■津隈奈々】

（△栁田　卓）

　　富山雄太　【●渡部翔太】【■橋倉涼太】【▼鈴木真由美】

課長　○佐藤正樹

所長　須田晃輔

所長　三島光太郎

所長　（△長友貴史）

石油燃料課

プロパン課

松 山 給 油 所

東 海 給 油 所

団 地 給 油 所

△栁田　卓
△長友貴史

（◎芝﨑寛樹）

【　　】　自社採用
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伊 形 支 店 長
副 支 店 長

支

店

恒 富 支 店 長

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

共 済 係

共 済 普 及 係

副 支 店 長

東延岡支店長 副 支 店 長
○楠田祐一郎

（○楠田祐一郎）

副 支 店 長

南 方 支 店 長 副 支 店 長

○竹山道弘

延岡北方支店長 事故代理責任者

△増田翔平

岡 富 支 店 長

○中野和美

（○中野和美）

　　長友愛理　　野﨑　葵　　堀田優子　　宮原万奈

（○中野和美）　山本大樹　　　

　河野香菜子　　前田康平　　栁田春奈

○矢野幸子

（○矢野幸子）

　　星川あづさ　　甲斐綾乃　　●和田貴子　　小辨野愛莉

（○矢野幸子）　△松下栄士郎　

　○増田英明　　○佐藤浩二　　△染矢直美

◎窪　田　智恵子

◎杉　田　　　央

◎山　本　和　史 

（○楠田祐一郎）

　　甲斐優貴　　矢倉くるみ　　永田美桜　　坂本愛心　　和田玲菜

（○楠田祐一郎）（甲斐優貴）　■本田知子

　○岡野正治　　榎本倫也　　恒𠮷恵美　　丸山恭博

（○楠田祐一郎）

　（甲斐優貴）（矢倉くるみ）（永田美桜）（坂本愛心）（和田玲菜）

（○楠田祐一郎）（甲斐優貴）（■本田知子）

（○岡野正治）（榎本倫也）（恒𠮷恵美）（丸山恭博）（◎窪　田　智恵子）

◎富士本　　　慎

（○竹山道弘）

　　大久保瑛梨　　橋口心美　　甲斐里生　　●末永佳代　　●黒田摩希　

（○竹山道弘）　△日高志穂　　■浅野久美　　■甲斐喜徳

　△甲斐健嗣　　△永田智美　　野﨑隆史　　小畑朝未

（○富士本美由紀）

　　黒岩しおり　　塩月優実　　■甲斐こずえ　　■横山　渚　（田口麻里）　

（○富士本美由紀）　○小泉裕嗣　　田口麻里

　○柳田寛史　　○山本祐嗣　　吉田麻美　　松田尚也

◎河　野　圭　介

（△増田翔平）

　　内田さくら　　●杉田里美　　●原田君子　

（△増田翔平）　　大久保圭祐
　○牧野充明

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係

（△池田隼平）　◆牧野栄司　　■日高徳恵　

　△池田隼平　（◆牧野栄司）

北 浦 支 店 長 事故代理責任者

子　会　社

△星川直毅

（△星川直毅）

　　持原里枝　　松下　響　　和田梨瑚

（△星川直毅）　黒田亮平

　　関口智裕

株式会社　ＪＡ延岡地域農業振興支援センター

　　　取締役部長　　◎本田浩司

　　　取締役課長　　●木原広道

　　　　　　　　　　△佐藤　彰

株式会社ＪＡ延岡エネライフ

【　　】　自社採用
株式会社　プリエール延岡

◎芝　﨑　寛　樹

取 締 役 社 長

取 締 役 専 務

総務・業務部長

〈 総 務 部 〉

総 務 課

〈 業 務 部 〉

プリエール業務課

副 支 店 長
○富士本美由紀

東 海 支 店 長

◎小　野　佳　司

　楠田富雄

　松谷勝希

　

 【吉田修二】

　支配人

　所　長

　所　長

　主　任

【甲斐久美子】

【荒内明子】

【柳田寛仁】

　

【牧野通也】

【松田　理】

【甲斐　真】

【清田喜美成】

【高木敬介】

【福良真人】

【山口　惣】

【小野良平】

【牧野竜洸】

【清水賢展】

【岩崎健太】

【岡田　錬】

【尾方裕豊】

【伊藤洋文】

【清松初美】

【横山久彦】

【甲斐　定】

【佐藤博文】

【水本由美】

【佐藤益美】

プリエール業務課

業 務 係

〈 営 業 部 〉

営 業 部 長

営 業 課

　　 ギフト係

　  推 進 係

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
（◎河野圭介）

　△小川智弘　　●香畑幸範　（●酒井祐一）　■古見香織

　●酒井祐一

北 川 支 店 長 副 支 店 長

○松本晃幸
◎芝　村　富士美

（○松本晃幸）

　　河野あゆみ　　川並真珠　　黒田奏美

（○松本晃幸）　　富山佑美

　△元山大史

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
（◎芝村富士美）

　△興梠直人　　■吉田真紀　　▼井本勝也

　　米田聖志郎　（○田邊一敬）本店と兼務

代表取締役社長

取 締 役 専 務

楠田富雄

牧野吉光 

管 理・会 計 係

自 動 車 経 理 係

プロパン経理係

石 油 経 理 係
管 理 部

営 業 部

部長　◎前田武史

管 理 課

（課長　◎前田武史）

課長　○山田智樹

課長　○熊本章治

部長　◎日吉　明

【●是澤美香子】

　●谷口　愛

　■岡田珠世　　●片爪真由美

（【●是澤美香子】）

販 売 係

整 備 工 場 係

営 業 企 画 係

　　矢北直人　　笠江憲生

（○山田智樹）　△谷口淳一　　工場長【廣瀬正紀】　柳田恒位　【◆甲斐真吾】

　（矢北直人）　（笠江憲生）

　（石川寛樹 ）

営 業・保 全 係

営 業 企 画 係

給 油 所 統 括 係

営 業 企 画 係

（○熊本章治）　石川寛樹 　　●尾崎正治　　◆東　　祥　　◆太田博秋　【◆酒井幸生】

　■髙橋純子

自 動 車 課

　　後藤翔斗　　◆坂井計広　【◆吉田貴規】【■田原　匡】

（●片爪真由美）

 ●岡野武弘　　●横山宏幸　　●井下　勉　【■津隈奈々】

（△栁田　卓）

　　富山雄太　【●渡部翔太】【■橋倉涼太】【▼鈴木真由美】

課長　○佐藤正樹

所長　須田晃輔

所長　三島光太郎

所長　（△長友貴史）

石油燃料課

プロパン課

松 山 給 油 所

東 海 給 油 所

団 地 給 油 所

△栁田　卓
△長友貴史

（◎芝﨑寛樹）

【　　】　自社採用
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令和6年度  経営所得安定対策受付  日程
経営所得安定対策の令和６年度の申請受付が５月９日（木）

から各会場で始まります。
加入を希望される方は、印鑑と通帳を持参の上、必ず会場

で手続きをしてください。日程は下記の通りです。変更があ
る場合は、別途ご案内致します。

５月
日 曜 地　　区 場　　所 時　間
9 木 北方地区 北方総合支所 10：00～19：00
10 金 北方地区 北方総合支所 10：00～16：00
11 土
12 日

13 月
東延岡地区 JA東延岡支店  9：30～12：00
東海地区 JA東海支店 14：00～19：00

14 火
伊形地区 Ａコープ一ヶ岡２F  9：30～12：00
恒富地区 JA恒富支店 14：00～19：00

15 水 平田・南方・西階地区 NOSAI北部センター 14：00～19：00
16 木 岡富地区・指定農家 JA本店大ホール 14：00～19：00
17 金 北浦（三川内） 清流荘 14：00～19：00
18 土
19 日
20 月 北浦（古江・市振） JA北浦支店 14：00～19：00
21 火 北川地区 北川総合支所 10：00～19：00

お問い合わせは、
JAみやざき延岡地区本部営農振興課 ☎ 23-1891へ

移
植
後
、
日
中
は
浅
水
管
理
を
行
い
、

地
温
を
上
げ
て
生
育
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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を
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は
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以
上

の
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を
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、
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し
ま
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う
。
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５
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。
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０
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。
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６
〜

７
日
が
目
安
で
す
。
水
温
10
℃
を
下
回

る
と
低
温
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
温

暖
化
の
影
響
で
休
眠
が
深
く
な
っ
て
い

ま
す
。
浸
漬
作
業
は
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
催

芽
】

催
芽
は
30
〜
32
℃
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
40
℃
以
上
は
高
温
障
害
等
が
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
す
。

【
播

種
】

播
種
は
、
乾
籾
で
１
５
０
㌘
、
催
芽

籾
で
１
８
０
㌘
で
す
。
播
種
量
が
多
い

と
ム
レ
苗
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で

注
意
し
ま
す
。
苗
立
枯
病
防
除
は
、
ダ

コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
を
１
０
０
０
倍
で

１
箱
当
り
１
㍑
灌
水
し
、
覆
土
を
し
ま

す
。
覆
土
後
に
は
灌
水
を
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
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化
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が
１
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た
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を
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ま
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ょ
う
。
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め
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迎
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ま
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で
農
作
業
事
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に
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し
ま
し
ょ
う
。

【
農
産
園
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興
課
】

稲
作
情
報

稲
作
情
報

早
期
水
稲

早
期
水
稲

普
通
期
水
稲

普
通
期
水
稲

５月期の農業用廃プラスチックの回収を行います。
農業で使用し、不要となったプラスチック（マルチ、

ハウス用ビニール、肥料袋等）は「産業廃棄物」です。
家庭用のゴミとして処理することはできません。
野焼きや不法投棄を行うと５年以下の懲役や

1,000万円以下の罰金が科せられます。
回収日を利用して、農業用廃プラスチックの適正

処理に努めてください。

○回収日　２０２４年５月１７日（金）
○時　間　午前９時３０分から午後３時３０分まで

○手数料　ポリフィルム、塩化ビニール いずれも３０円
　　　（１kg当り・税別）

○場　所　延岡市大武町　㈱黒田工業

※当日は、事前に異物などは取り除き、「塩化ビニール製」と
「ポリフィルム製」をきちんと分別し、搬入してください。
※つり銭が不足していますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ先　
延岡市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会

（延岡市農業畜産課内）☎２２ー７０１８

農業用廃プラスチック
　　　　  に回収します5月17日

※正午から午後１時までは休憩時間となるため、
回収できませんので予めご了承ください。
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プレー前に健闘を誓って全員で記念撮影

コ
ロ
ナ
禍
等
で
５
年
ぶ
り

土
々
呂
支
部
ふ
れ
あ
い
Ｇ
Ｇ

Ｊ
Ａ
土
々
呂
支
部
ふ
れ
あ
い
組
織
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
３
月
30
日
、

妙
見
町
の
三
松
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
27
人
が
参
加
。
標
準
８
ホ
ー
ル
２

回
戦
の
16
ホ
ー
ル
で
競
い
、
金
井
け
さ

え
さ
ん（
73
）が
33
打
で
優
勝
し
ま
し
た
。

親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
伊
形
支

店
土
々
呂
支
部
の
生
産
組
合
、
女
性

部
、
職
員
を
対
象
に
実
施
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
等
で
５
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
後

は
、
会
場
で
弁
当
を
広
げ
て
昼
食
会
。

プ
レ
ー
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
。
優
勝
除

く
。
敬
称
略
。

２
位
＝
金
井
ト
シ
子
▽
３
位
＝
野
田

浩
▽
４
位
＝
姫
田
昭
憲
▽
５
位
＝
園
田

穣

ATM　※ATMの営業時間は各店舗により異なります。
日  付

店  舗

4　月 ５　月
26日（金）27日（土）28日（日）29日（月）昭和の日 30日（火）１日（水） ２日（木） ３日（金）

憲法記念日
４日（土）
みどりの日

５日（日）
こどもの日

６日（月）
振替休日 7日（火）

日曜・祝日営業ATM
Aコープ一ヶ岡店・恒富・イオン延岡店
コープ浜町店・東延岡・岡富（本部）
旧富美山・マックスバリュ岡富店・南方
旧平田・東海・北方・北川・北浦

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旧土々呂支店 ○ × × × ○ ○ ○ × × × × ○
コンビニATM ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱JA延岡エネライフ
日  付

店  舗

4　月 ５　月
26日（金） 27日（土） 28日（日） 29日（月）

昭和の日 30日（火） １日（水） ２日（木） ３日（金）
憲法記念日

４日（土）
みどりの日

５日（日）
こどもの日

６日（月）
振替休日 7日（火）

給油所

松山SS 通常
AM７：30~PM７：30

AM８：00~PM６：00 通常
AM７：30~PM７：30

AM８：00～PM６：00 休み AM８：00~
PM６：00

通常
AM７：30~
PM７：30

東海SS 通常
AM７：30~PM７：30 休み AM８：00~

PM６：00
通常

AM７：30~PM７：30
AM８：00～PM６：00

通常
AM７：30~
PM７：30

鉄工団地SS 通常
AM７：30~PM７：00 休み AM８：00~PM５：00 休み 通常

AM７：30~
PM７：00

プロパン 通常 休み 通常 休み 通常
自動車 通常 午前中営業 休み 通常 休み 通常

※プロパン 休日・夜間も当番で対応致します。お気軽にお電話下さい。（プロパン直通：３３－２１８１）
　灯油・重油配送については、東海・松山給油所へご連絡下さい。　・東海給油所　℡ 23-1289　・松山給油所　℡ 23-1293

G1・購買店舗
日  付

店  舗

4　月 ５　月
26日（金） 27日（土） 28日（日） 29日（月）

昭和の日 30日（火） １日（水） ２日（木） ３日（金）
憲法記念日

４日（土）
みどりの日

５日（日）
こどもの日

６日（月）
振替休日 7日（火）

グリーンワン 通常
北方購買 通常 休み 通常 休み 通常
北川購買 通常 休み 通常 休み 通常
北浦購買 通常 休み 通常 休み 通常

ゴールデンウィーク期間中の営業のご案内
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有機肥料ヘルパー万能
水稲散布のお知らせ

北浦地区　　1～ 2月
北方地区　　2～ 3月
北川地区　　3～ 4月
旧延岡地区　4～ 5月

〔お問い合わせ先〕
グリーンワン　 　℡ 26-8118
北方支店購買店舗 ℡47-2001

北川支店購買店舗　℡46-2562
北浦支店購買店舗　℡45-3110

労力軽減 地力増進 コスト削減

野菜苗を買い求める来場者
（ととろふれあい館駐車場で）

Ｊ
Ａ
は
４
月
２
日
、
土
々
呂
町
の

「
と
と
ろ
ふ
れ
あ
い
館
」
駐
車
場
で
「
春

の
野
菜
苗
市
」
を
開
き
ま
し
た
。
翌
日

は
平
田
町
の
農
機
具
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
両
日
と
も
会
場
は
ナ
ス
、
ピ
ー
マ

ン
、
ト
マ
ト
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
苗
を
買

い
求
め
る
人
た
ち
で
活
気
づ
き
ま
し
た
。

今
年
は
２
日
間
に
約
４
０
０
０
鉢
を

用
意
し
ま
し
た
。
１
鉢
１
０
０
円
ま
た

は
１
５
０
円
。
接
ぎ
木
も
２
５
０
円
な

ど
お
手
ご
ろ
価
格
で
提
供
し
ま
し
た
。

購
入
者
に
は
有
機
ヘ
ル
パ
ー
の
粉
を
進

呈
し
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
４
種
類
の
苗
を
購
入

し
た
土
々
呂
町
の
中
野
和
子
さ
ん
は

「
野
菜
が
生
長
す
る
の
を
見
守
る
の
が

楽
し
み
」
と
大
事
そ
う
に
苗
を
抱
え
て

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　平素より組合員・利用者の皆様にはJA事業に対し、ご理解を賜り感謝申し上げます。
　このたび、県域JA合併に伴い、令和６年６月１日より営業時間を下記の時間に変更
させていただきます。
　皆さまにはご不便をおかけいたしますが、より一層のサービス向上に努めてまいり
ますので、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。

該当部門 営業時間
各支店窓口  本店１階
（ローンセンター、共済窓口） ９：00～ 15：00
北浦・北方・北川  各購買 ９：00～ 17：00

グリーンワン
【４月～10月】８：30～18：00
【11月～３月】８：30～17：00

（土日・祝祭日は８：30～16：30）
本件に関するお問い合わせ先　総務課　TEL 0982 - 23 -1880

営業時間変更のご案内

好
評
で
し
た

春
の
野
菜
苗
市
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県域ＪＡ発足を記念し、組合員の皆様に今回限りの特別価格で供給させていただきます！
ぜひこの機会にお買い求め下さい！

【受注期間】
　令和6年5月末まで
　引き渡し期間　令和6年6月17日～30日

【ご注文方法】
　グリーンワン、三北購買店舗にお電話にて注文をお願いします。
　　グリーンワン　　　　　TEL 26-8118　　 北川支店購買店舗　TEL 46-2562
　　延岡北方支店購買店舗　TEL 47-2001　　 北浦支店購買店舗　TEL 45-3110
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人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信

松山給油所  23-1293 東海給油所  23-1289 鉄工団地給油所  23-1287

エアエアエアエアコンコンコンコンコンエアエアエアエアコンコンコンコンコンエアエアエアエアコンコンコンコンコンエアエアエアエアコンコンコンコンコンエアエアエアエアコンコンコンコンコン真空真空真空真空真空真空真空引引引真空真空真空真空真空真空真空引引引真空真空真空真空真空真空真空引引引真空真空真空真空真空真空真空引引引 ルルルオイオイオイルオイオイオイオイオイオイオイオイオイき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルACオイオイオイき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルき＋ACACき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルオイオイオイき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルACき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルACオイオイオイオイオイオイオイオイオイルルルルルオイオイオイオイオイルオイオイオイオイオイルルルルルルルルき＋き＋き＋ACACACオイルルルルルオイオイオイオイACオイオイオイオイオイオイオイオイオイオイオイオイルオイオイオイオイルルルルルルルルルルルルエアコン真空引き＋ACオイル
施工時間 約20分

軽自動車

普通自動車

ツイン（左右独立）

￥8,800
￥9,900
￥11,000

￥7,000
￥8,000
￥9,000

▲
▲

▲

通常価格 期間限定価格

エアコン
フィルター
エアコン
フィルター
（￥3,000～）（￥3,000～）

わずか１年でこんなに汚れています！

新品のフィルター 15,000㎞走行後のフィルター

エアコンガスクリーニング

エアコンガスは長期間の使用で劣化・減少し冷却効果が低下します
車と同じで点検実施しないとエアコンもダメージを負い、急に効かないってことも

・エアコンガス内の水分や不純物の除去
・劣化したオイルの除去
・ガス量の適正化
・コンプレッサーオイルの補充

こんな方にオススメです！
最近クーラーの
効き（冷え）が悪
くなった

エアコンの
冷えを更に
アップしたい

一度も
エアコンの
メンテナンスを
したことがない

エアコンガスクリーニングの役割・効果

要予約

………東海東海東海東海東海SSSSSSSSSSにてにてにてにて実施実施実施実施実施実施実施実施!!!!!!!!!!…東海SSにて実施!!…東海SSにて実施!!666月月6月 888888888月月8月 111100月月月10月
………………………松山松山松山松山SSSSSSSSにてにてにてにて実施実施実施実施実施実施実施実施実施!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!…松山SSにて実施!!…松山SSにて実施!!55月月5月 77月月7月 999月月9月

そこで！

暑い夏だからこそ！暑い夏だからこそ！こそ！こそ！こそこそからこそこそからこそこそからからからから夏だから夏だから暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い夏だ夏だから夏だからこそこそこそこそからこそこそこそこそ！

所得アップPDCA 発揮しよう！「協同」力。目指そう！元気農業日本一

農繁期を迎えるにあたりエネライフが応援します。

元気農業応援キャンペーン
令和６年６月30日まで各給油所にて開催中!!
～ 農家組合員様へ ～

期間中、
営農用軽油を
店頭価格より

～～33円/ℓ
引き!

※配達分は対象となりませんのでご了承下さい。

３㎏・５㎏・８㎏の３サイズあります！３㎏・５㎏・８㎏の３サイズあります！

RDT-80（8㎏）
メーカー希望小売価格
193,490円（税込）
のところを

※工事費別途
（税込）（税込）

・洗濯物を一度に全部乾燥できる。
たっぷり乾燥の8kgタイプ。
・家族分のタオルもおまかせ。
使い勝手良い5kgタイプ。
・洗濯物が少ないご家族に、手軽で
コンパクトな3kgタイプ。

スズキワゴンＲ
スマイル
支払総額（税込）（リ済込）

175万円
年式  2021（令和3）年
排気量 660cc
走行  72km

ハイブリッドＳ　届出済未使用車　衝突軽減ブレーキ　レーンアシスト
横滑り防止機能　クリアランスソナー　アイドリングストップ　両側電動スライドドア
スマートキー　プッシュスターター　オートライト

4～6月 農繁期
期間中に限り
・東海給油所
　第1・3日曜日
・松山給油所
　第2・4日曜日
営業致します。

試乗
できます

24



お問い合せは、お近くの JA 窓口へ
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移動金融店舗車両巡回スケジュール移移移移
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号たたたたたたたたたたたたたたたたまたたま●●●●●●●●●●●●●●●●●●●たたま

払い出しはお１人様50万円まで。 入金は200万円まで。キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

生活指導係
おすすめ

Nobeoka's seasonal recipe

①キャベツは一口大に切り、たけのこは薄切りにし、それぞれサッと茹で
冷水にとり、ザルに上げて水気を切る。
②カイワレ大根は三等分くらいの大きさに切る。
③カニカマは適当な大きさに切り、繊維にそってさいておく。
④ボウルにキャベツ・たけのこ・カイワレ・かにかまを入れ、そこに塩コショ
ウとマヨネーズ、みそを加えてあえる。

al recipeal recal ecipeipealal ipipe
oka's seasonal rec
okokbeokbeokoka's seasa' seoka's seasa's seasonal reconalasonal reconal ecipipeecipip

Nobeoka's seasonal

作り方

ワンポイント
アドバイス
ミニトマトを入れたり、カニカマの代わりにサラ
ダチキンを入れても美味しく出来上がります。

国
産
鶏
卵
使
用
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

材料（４人分）エーコープマーク品
春キャベツ …………………… 300ｇ
ゆでたけのこ………………… 200ｇ
カイワレ大根 ……… １パック（30ｇ）
かにかま………………………… 68ｇ
塩コショウ ……………………… 少々
マヨネーズ………………… 大さじ３
みそ………………………… 大さじ１

たけのこの
ゆがきかたのポイント

たけのこは、皮のまま先端を斜めに切り落とし１～ 2ｃｍ程の切り込みを入れ、唐辛子と米のとぎ汁をたけの
こが浸る程度まで加え、落し蓋をします。中火で熱し、煮立ったら弱めの中火にし常に沸いている状態を保ち
ながら１時間３０分～２時間、ゆっくりと茹で、ゆで汁に入れたまま粗熱をとるといいですよ(^▽^)/

月曜日
時　間 場　所

10：00～11：00 富美山コミュニティセンター
12：45～13：05 宮野浦中央公園
13：40～14：20 市尾内
14：40～15：00 旧阿蘇漁港前（月1回、第4週のみ）

火曜日
時　間 場　所

 9：30～10：00 片田公民館
10：30～12：00 ととろふれあい館（旧土々呂支店）
13：30～14：00 下三輪公民館（月1回、第4週のみ）

水曜日
時　間 場　所

 9：00～10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30～11：00 桑平バス停
12：30～13：10 農機具センター（旧G1ひらた）
13：20～14：00 高野公民館

金曜日
時　間 場　所

 9：30～10：00 伊原営農集会所
10：20～10：50 岡元公民館
11：00～11：30 行縢多目的集会所
13：00～13：30 唐立営農研修館（月1回、第4週のみ）
13：50～14：20 二股上公民館（月1回、第4週のみ）
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。
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すこやかに宝

延岡警察署だより延岡警察署だより

林田 陸
り く と

杜  くん（3歳） 令和3年3月31日生まれ

下伊形町林田佑人さん、枝里さんの長男

いつもニコニコ、笑顔を絶やさない陸杜くん。食欲旺盛で、よく食
べて、よく寝る健康優良児です。車が大好き。おうちにはスポーツカー
や消防車など、いろんな車のおもちゃがいっぱい。幼稚園では年下の
子の面倒を見るなど世話好きの一面も。最近はアニメ「ボス・ベイビー」
に熱中しています。「元気で思いやりのある優しい子に」とご両親。

お問い合わせは、最寄りのJA窓口まで

年金のお受取りは
JAみやざき
延岡地区本部で

安心安安
便利

年金振込日にJA窓口
へ年金をお受け取り
にご来店いただいた
方へ、プレゼント!!
※数に限りがございますの
で、お早めにご来店下さい。

日本唯一の日刊農業専門紙

日本農業新聞

１か月2,623円(税込み)

購 読 の お 願 い

お役に立てる情報をお届けします。
JAみやざき延岡地区本部の記事も
載っています。

防犯メールを活用しよう！
★「防犯メール」を登録することのメリット★

１　防犯情報は、あなたの安全対策に活用できます。
→ 事案内容に応じた、被害に遭わないための対策情報が入手できます。
　 犯罪等が発生した場所を知ることで、危険性がある場所を避けら
れます。

２ 　その情報を家族や友人などと共有しあうこと、あるいは、
防犯メールの登録を家族などにもしてもらうこと自体が、
【犯罪被害防止の輪】を広げることにつながります。

★県警の防犯情報は、「MRT」
や「UMK」が提供するアプリ
にも配信されますので、いず
れかの方法でタイムリーな防
犯情報を入手して効果的に活
用してください。

登録方法

◆防災・防犯情報
　①防災情報　避難指示などの情報、竜巻注意情報等
　②防犯情報　声かけ事案等の事件情報、防犯情報
　③火災の発生情報

◆自然災害情報
　警報、地震、津波、台風などの情報
◆家畜疾病情報
　国内や海外の家畜伝染病の発生情報や一斉防疫などの情報

◆登録用メールアドレスから
bousai.miyazaki-pref@raiden2.ktaiwork.jp
①携帯電話・パソコンから、登録用メールアドレスに
空メールを送信
②届いたメールに記載されている本登録URLをクリッ
クして、本登録ページに接続する。
③希望配信情報と地域を選択する。
　※ 登録・情報料は無料ですが、受信に関わる通信料は、
利用者の方の負担となります。

◆QRコードから
　防災・
　防犯メール

◆県警生活安全部
　X（旧Twitter）
　からも配信

配信内容

自分の身の回りでどんな事案が起きているかを知っているの
と知らないのでは、いざという時にその対応が違ってきます。
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お便りコーナー

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JAみやざき延岡地区本部総務課広報係

5月の
JAクッキング教室ご案内

24日
（金）

時　間：9：30～12：30
定　員：15名
参加費：1,500円
講　師：JA生活指導係

南蛮たれ・
たまねぎドレッシング作り
（チキン南蛮ランチ付き）

※定員になり次第締め切らせていただきます。
※大幅に定員に満たない場合は中止させていただく場合があります。
※万が一事故が発生した場合は自己責任となりますのでご了承ください。

おまけ
ランチメニュー
☆チキン南蛮
☆サラダ

開催場所は、にししな愛彩館（野田１丁目４－５）です。
駐車は支店横、道路を挟んで西側の駐車場へお願い致します。

営農振興課 ２３-１８９１お申込み・お問合せ：

日頃の料理に役立つ南蛮たれと新玉
ねぎで作るドレッシングを紹介!
南蛮たれ・ドレッシングはお持ち帰り
いただきます。

持参するもの：エプロン・三角巾
　　　　　　 500ml容器2個
申込み締切日：5月16日(木)

5 月皐月

5

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

【
全
体
運
】

あ
れ
も
こ
れ
も
と
気
が
せ
き
が
ち
。
行
動
力
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
全
部
行
う
の
は
大
変
。

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
保
て
る
範
囲
に
絞
っ
て

【
健
康
運
】

筋
力
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
！
頭
痛
、
歯
痛
は
早
め
に
対
処
を

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
イ
タ
ケ

【
全
体
運
】

非
常
に
勢
い
が
あ
り
ま
す
。
無
理
が
通
る
と
き

な
の
で
、
よ
く
考
え
て
行
動
を
。
周
り
へ
の
配

慮
が
幸
運
を
招
き
ま
す
。
外
食
が
吉

【
健
康
運
】

音
楽
鑑
賞
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
お
薦
め

【
幸
運
の
食
べ
物
】

新
ゴ
ボ
ウ

【
全
体
運
】

観
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
め
ま
す
。
友
人
と

出
か
け
れ
ば
会
話
も
盛
り
上
が
り
、
仲
も
深
ま

り
そ
う
。
仕
事
は
下
旬
か
ら
効
率
ア
ッ
プ

【
健
康
運
】

友
人
と
一
緒
に
話
題
の
健
康
法
を
試
し
て
み
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

カ
ブ

【
全
体
運
】

ち
ょ
っ
と
し
た
発
見
が
う
れ
し
い
月
。
趣
味
や

友
人
と
の
時
間
を
増
や
し
て
。
豊
か
な
時
間
を

過
ご
せ
ま
す
。
技
能
習
得
の
勉
強
が
吉

【
健
康
運
】

頑
張
り
過
ぎ
は
け
が
の
も
と
。
休
憩
を
入
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

キ
ク
ラ
ゲ

【
全
体
運
】

や
り
が
い
は
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
と
て
も
忙
し

そ
う
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
仕
事
と
遊
び

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
実
り
多
い
月
に

【
健
康
運
】

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
。
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
Ｏ
Ｋ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ン
シ
ョ
ウ

【
全
体
運
】

視
野
が
開
け
、
困
り
事
は
解
決
へ
と
向
か
い
ま

す
。
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
。
違
う
発
想
で

動
け
ば
良
い
展
開
が
待
っ
て
い
る
は
ず

【
健
康
運
】

睡
眠
は
し
っ
か
り
取
っ
て
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
を

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ク
レ
ソ
ン

初
め
て
の
イ
チ
ゴ
狩
り

５
歳
の
孫
を
連
れ
て
イ
チ
ゴ
狩
り

に
行
き
ま
し
た
。
甘
く
て
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
の
イ
チ

ゴ
狩
り
だ
っ
た
の
で
孫
も
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
い
ま
し
た
。

〔
塩
浜
町

Ｋ
・
Ｙ

68
歳
〕

身
近
な
Ｊ
Ａ
で
い
て
！

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
の
ス
タ
ー
ト
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
織
が
変

わ
っ
て
も
私
た
ち
に
身
近
な
Ｊ
Ａ
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〔
土
々
呂
町

Ｉ
・
Ｋ

93
歳
〕

ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん

自
家
用
で
栽
培
し
て
い
る
シ
イ
タ

ケ
が
食
べ
ご
ろ
に
な
る
と
サ
ル
が
来

て
取
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
は
電
柵
で
防
げ
ま
す
が
、
サ
ル

は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

〔
上
三
輪
町

Ｋ
・
Ｓ

69
歳
〕

芽
が
出
る
の
が
楽
し
み

孫
が
オ
ク
ラ
の
種
を
持
っ
て
来
て

く
れ
た
の
で
庭
の
隅
に
ま
き
ま
し

た
。
近
所
の
人
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ッ

ト
ン
の
種
も
一
緒
に
ま
き
ま
し
た
。

芽
が
出
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

〔
松
山
町

О
・
Ｋ

79
歳
〕

農
業
し
て
い
ま
す

退
職
し
て
か
ら
農
業
し
て
い
ま

す
。
土
と
ふ
れ
あ
っ
て
ま
す
。
農

業
っ
て
い
い
で
す
ね
。

〔
鹿
小
路

Ｍ
・
Ｕ

72
歳
〕

元
気
も
ら
う
仲
間
の
活
躍

広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
」
で
各
地

の
仲
間
の
活
躍
ぶ
り
を
見
て
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
う
ま
く

付
き
合
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〔
三
須
町

Ｉ
・
Ｓ

77
歳
〕

農
家
の
皆
さ
ん
に
感
謝

広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
」
で
お
米

作
り
な
ど
農
家
の
方
々
が
私
た
ち
消

費
者
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
作
物

を
育
て
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

〔
西
階
町

Ｋ
・
Ｓ

48
歳
〕

鶏
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
す

わ
が
家
に
は
弟
に
も
ら
っ
た
鶏
が

４
羽
い
ま
す
。
朝
夕
「
今
日
も
元
気

で
あ
り
が
と
う
」「
タ
マ
ゴ
も
毎
日

産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声

か
け
が
日
課
に
な
っ
て
お
り
、
鶏
と

楽
し
く
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
す
。

〔
北
浦
町

Ｋ
・
Ｎ

67
歳
〕
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
地
区
本
部
総
務
課

広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロクロスワスワードードパズパズルがルが全部全部解け解けたらたら、□、□の中の中の文の文字を字を並べ並べかえかえてて
●5月10日（金）締め切り（必着）

4
月
号
の
当
選
者

　
　

　
　

ス プ リ ン グ 　 コ

コ ロ モ 　 チ ホ ウ

ア 　 コ シ 　 オ フ

　 サ ン ジ ゲ ン

ア ク 　 ミ ツ 　 キ

ク ラ ゲ 　 ツ ク シ

ビ 　 コ サ ー ジ ユ

●
4
月
号
の
正
解

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

「
フ
リ
ー
ジ
ア
」

ヨコのカギ
１ 陰暦の５月のこと
２ 棋聖、天元、本因坊といえば
３ ワインやウイスキーはこれ
４ 話題となるような出来事
５ ギョーザのたれに入れる辛い調味料
９ 指揮者が振るもの
11 家臣が仕えます
12 村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの言葉は五

さ み だ れ

月雨
です

13 目には──山ホトトギス初ガツオ（山口素堂）
15 遠くの親類より近くの──
18 １とｰ１の中間点

タテのカギ
１ アルバイトの──試験を受けた
４ 黄色に黒いしま模様がある猛獣
６ ご──の良い日にお越しください
７ ケシ科の花、特にヒナゲシのこと
８ 味を感じ取ります
10 沖縄では５月中に──入りすることが多いですね
11 ゴールデンウイークのホテルは、──客で

混雑しそう
13 魚偏に占と書く魚
14 凸という字の音読みは
16 早く実る稲は早

わ せ

稲、遅いものは
17 ポケットの中でチャリチャリと鳴ることも
19 相撲の取組を数えるときに使う言葉
20 衣服のしわをのばします

【
全
体
運
】

周
囲
か
ら
の
視
線
が
気
に
な
り
そ
う
。
八
方
丸

く
は
収
ま
ら
な
い
の
で
妥
協
点
を
見
い
だ
し

て
。
１
人
で
背
負
い
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に

【
健
康
運
】

適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
味
方

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ゼ
ン
マ
イ

【
全
体
運
】

注
目
さ
れ
て
大
変
そ
う
で
す
が
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
。

力
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
は
ず

【
健
康
運
】

発
酵
食
品
を
取
る
よ
う
心
が
け
て
。
デ
ト
ッ
ク
ス
も
◎

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ナ
ガ
イ
モ

【
全
体
運
】

整
理
整
頓
を
心
が
け
て
。
掃
除
に
力
を
入
れ
る

と
人
間
関
係
も
整
っ
て
き
ま
す
。
去
る
者
は
追

わ
な
い
こ
と
も
大
切
。
連
絡
は
ま
め
に

【
健
康
運
】

ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
有
酸
素
運
動
で
心
肺
機
能
を
高
め
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ニ
ン
ニ
ク

【
全
体
運
】

難
し
い
問
題
は
あ
る
も
の
の
一
つ
一
つ
解
決
し

て
い
く
こ
と
で
達
成
感
を
得
ら
れ
ま
す
。
追
い

風
が
吹
く
と
き
な
の
で
諦
め
な
い
で

【
健
康
運
】

バ
ラ
ン
ス
運
動
を
取
り
入
れ
て
。
転
倒
や
け
が
を
予
防

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ニ
ラ

【
全
体
運
】

運
気
は
次
第
に
勢
い
を
取
り
戻
し
ま
す
。
状
況

が
変
わ
っ
て
く
る
の
を
待
つ
の
も
良
い
方
法
。

頭
の
中
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う

【
健
康
運
】

散
歩
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

コ
ゴ
ミ

【
全
体
運
】

高
め
安
定
運
へ
と
移
行
し
ま
す
。
や
る
べ
き
こ

と
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
動
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
目
標
を
決
め
優
先
順
位
を
付
け
て

【
健
康
運
】

食
事
は
よ
く
か
ん
で
。
肥
満
や
虫
歯
予
防
の
効
果
も

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ル
ッ
コ
ラ

伊形町 日　高　寛　子 様
北一ヶ岡 戸　髙　喜美子 様
平原町 山　田　洋　子 様
出北 松　田　和　己 様
野田 柳　田　恵　子 様
舞野町 甲　斐　厚　子 様
川島町 坂　東　幸　宏 様
稲葉崎町 矢　野　幸　雄 様
北方町南久保山子 甲　斐　惠　子 様
北浦町三川内 内　田　希美代 様
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

カニ玉
春の野菜あんかけ

アサリとザーサイの
ピリ辛あえ

①カニ玉を作る。ボウルに卵を割り、ほぐしたカニカマを入
れ塩で味を調える。フライパンにサラダ油を熱し、強火
で箸で混ぜながら半熟ほどで火を止め皿に盛り付ける。

②野菜あんを作る。フライパンにCを入れ、弱火で香りを出
す。Aを入れて沸騰させ、Bを入れ２分ほど煮込み、水溶
き片栗粉でとろみを付け、ごま油を鍋肌から回し入れる。

③カニ玉に野菜あんをかけて出来上がり。

作り方

茨
城
県
笠

茨
城
県
笠
間
市
に
あ

間
市
に
あ
る

「
天
晴（

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ

旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）

ン
晴
人
）」」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

①ボウルにBを混ぜ合わせて合わせだれを作る。

②さらにAを入れてあえる。

③皿に盛り付け、上に糸とうがらしとちぎった韓国のりを
ちらし出来上がり。

作り方

材料 （４人分）

材料 （２人分）

●野菜あん
　　中華スープ………400ml
　　料理酒 ……… 大さじ 2
　しょうゆ……… 大さじ 1

　　塩・こしょう… 1つまみ
　　ごま油 ……… 大さじ 1
水溶き片栗粉……… 大さじ3

●カニ玉
卵 ……………………… 4個
カニカマ ……………… 4本

サラダ油 ……………大さじ 2
塩 ……………………1つまみ

むきアサリ……………… 100g
ニンジン（千切り）………1/3 本
タケノコ（細切り水煮）……50g
乾燥細切りキクラゲ（水で戻しておく）
……………………………10g

グリーンピース …… 20粒ほど
ショウガ（みじん切り）
……………………小さじ1/2
サラダ油………………大さじ1

むきアサリ（湯通しする）… 100g
白髪ネギ ……………… 1本分
キュウリ（千切り） …… 2本分
ザーサイ（みじん切り）…大さじ3

黒酢 …………大さじ 1
ごま油 ………小さじ 2
白ゴマ ………小さじ 1
しょうゆ ………大さじ1
コチュジャン … 小さじ 2
サンショウ …… 1つまみ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

糸とうがらし ……… 適宜
韓国のり ………………2枚

Chef Nagai’s

recommended

recipe

編
集
後
記

桜
舞
う
４
月
は
入
学
、
就
職
の
季

節
。
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
姿
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
夢
と
希
望
を
胸
に

新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
▼
毎
年
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
「
光
陰

矢
の
如
し
」
を
強
く
実
感
し
ま
す
。「
い

ま
」
は
飛
ん
で
い
く
矢
の
如
く
過
ぎ
去
っ

て
い
く
。
だ
か
ら
「
い
ま
」
を
大
切
に

過
ご
し
た
い
。
心
か
ら
そ
う
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
還
暦
を
迎
え
て
か
ら
。

遅
き
に
失
し
ま
す
ね
▼
今
年
の
４
月
は

特
別
。
１
日
か
ら
「
Ｊ
Ａ
延
岡
」
改
め

「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
」
と

な
り
ま
し
た
。（
２
、３
面
参
照
）。
こ

れ
ま
で
Ｊ
Ａ
延
岡
を
支
え
て
き
た
歴
代

役
職
員
、
組
合
員
の
方
々
に
は
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
こ
と
と
察
し
ま
す
▼
た

だ
Ｊ
Ａ
延
岡
の
最
後
の
組
合
長
で
あ
り
、

引
き
続
き
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区

本
部
」
を
束
ね
て
い
く
楠
田
富
雄
本
部

長
は
じ
め
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
ん

な
感
傷
に
浸
る
間
は
な
く
連
日
、
奔
走

し
て
い
ま
す
▼
す
べ
て
が
初
め
て
の
こ

と
な
の
で
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
役
員
、
運
営
委
員
、

職
員
一
同
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
員
、

利
用
者
の
立
場
に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
哲
）
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ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
協
会
の
最
新

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、２
０
２
３
年

の
犬
の
飼
育
頭
数
は
６
８
４
万

頭
に
達
し
、
過
去
10
年
間
で
最

高
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
０
年
頃
に
10
歳
未
満
と

い
わ
れ
て
い
た
犬
の
平
均
寿
命

は
今
や
14
・
62
歳
に
達
し
ま
し

た
。
約
40
年
で
１
・
５
倍
以
上
に

延
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

犬
の
長
寿
化
の
背
景
に
は
い

く
つ
か
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。
犬

の
感
染
症
で
あ
る
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
も
そ
の
１
つ
。
フ
ィ
ラ
リ
ア
は

蚊
を
介
し
て
犬
の
心
臓
や
肺
動

脈
に
寄
生
し
ま
す
。
こ
の
寄
生

虫
は
、
心
臓
の
機
能
障
害
な
ど

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
有
名
な

忠
犬
ハ
チ
公
の
死
因
と
も
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、か
つ
て

多
く
の
犬
が
8
〜
9
歳
で
命
を

落
と
す
大
き
な
原
因
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、１
９
９
０

年
代
か
ら
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
を
予

防
す
る
薬
が
普
及
し
始
め
ま
す
。

月
に
一
度
の
服
用
で
済
む
こ
の
薬

は
、フ
ィ
ラ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
率

を
大
幅
に
下
げ
ま
し
た
。
さ
ら

に
現
在
で
は
年
に
１
回
の
予
防

接
種
も
行
わ
れ
て
お
り
、フ
ィ
ラ

リ
ア
に
よ
る
死
亡
は
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。

犬
を
室
内
で
飼
う
家
庭
が
増

え
た
こ
と
も
長
寿
化
の
要
因
。

室
内
で
飼
わ
れ
る
犬
は
、
外
で

飼
わ
れ
る
犬
に
比
べ
て
不
慮
の

事
故
や
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
低

く
な
る
か
ら
で
す
。

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
改
良
と
普

及
に
よ
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
改

善
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
、

癒
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、と
も
に

暮
ら
す
人
の
心
身
を
健
康
に
す

る
こ
と
が
多
く
の
研
究
か
ら
も

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
犬
の

場
合
は
、
散
歩
の
頻
度
が
高
ま

り
、飼
い
主
の
健
康
感
も
高
ま
り

ま
す
。そ
れ
が
総
合
的
に
作
用
し

て
ペ
ッ
ト
の
世
話
で
飼
い
主
の
寿

命
が
延
び
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
や

寝
た
き
り
の
一
定
の
予
防
が
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
研
究

か
ら
明
ら

か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命

が
男
性
81
・
47
歳
、
女
性

87
・
57
歳（
厚
生
労
働
省
：

２
０
２
２
年
簡
易
生
命
表
）

と
世
界
的
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
延
び
を
示
す
な
か
、

ペ
ッ
ト
の
犬
の
寿
命
も
大

き
く
延
び
て
い
ま
す
。
犬

の
8
〜
9
歳
は
人
間
に
例

え
る
と
シ
ニ
ア
世
代
（
60

歳
以
上
）。
犬
に
も
人
に

も
長
い
老
後
が
あ
っ
て
、

一
緒
に
過
ご
せ
る
時
間
が

増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

長
寿
大
国
日
本
、愛
犬
も
長
寿
化

管
内
で
３
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合

掌

【
延
岡
市
】

中
村
シ
ゲ
ミ
様
88
博

三
北
浦
町
宮
野
浦

松
下

眞
美
様
72
福

美
熊
野
江
町

夏
田

憲
輔
様
76
栄

子
北
川
町
長
井

大
﨑
小
夜
子
様
72
良

一
大
門
町

森
永
富
實
代
様
91

晋

東
海
町

工
藤

里
子
様
92
良

長
北
川
町
長
井

山
本

澤
子
様
89
英

則
平
原
町

岡
田
稔
太
良
様
86
美
保
子
岡
元
町

小
池

春
江
様
86

章

北
浦
町
三
川
内

黒
田

秀
士
様
96

勝

北
川
町
長
井

甲
斐
ク
リ
子
様
80

明

上
三
輪
町

甲
斐
ミ
ツ
エ
様
96
正

行
北
方
町
菅
原
未

甲
斐
シ
ズ
子
様
87
丈

尋
北
方
町
曽
木
子

羽
田

勝
弘
様
79
阿
部
美
奈
子

別
府
町

小
野

鈴
子
様
94
泰

彦
北
川
町
川
内
名

安
藤

七
子
様
85
寺
田
祐
美
子

細
見
町

山
内

栄
治
様
62
ゆ
か
り
小
野
町

佐
藤

禮
子
様
85
武

彦
野
田

銀
島
ツ
ル
子
様
96
紀
美
子
小
野
町

中
田

安
徳
様
50
美

加
夏
田
町

佐
伯

麗
湖
様
88
成

人
北
浦
町
三
川
内

矢
北
千
惠
子
様
91
寛

己
松
山
町

竹
村

龍
一
様
83
忠

士
鶴
ヶ
丘

大
﨑

睦
雄
様
83
陽

子
大
門
町

吉
田
美
千
代
様
79
井
本
英
雄
惣
領
町

吉
田
ヤ
ウ
子
様
82

巧

平
原
町

藤
島
ス
ミ
ヱ
様
97
昭

彦
長
浜
町

甲
斐
　
　
元
様
64
典

子
出
北

阿
波
野
三
代
子
様
71
修

一
熊
野
江
町

重
黒
木
輝
勝
様
83
寺
田
貴
代
南
一
ヶ
岡

山
本

善
子
様
83
順

子
平
原
町

吉
玉

　
　
天
様
89
房

子
柚
木
町

木
村

慶
治
様
79
初

江
平
原
町

奈
須
小
夜
子
様
92
光

紀
大
貫
町

藤
田

桂
司
様
54
峯

子
北
方
町
曽
木
子

廣
瀬
エ
ミ
子
様
89
由

幸
吉
野
町
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